
講義の目標

　スペイン語Ⅰは、スペイン語初習者向け入門の授

業である。点過去までの基礎的文法事項をまなび、

また簡単な文を作り、自ら積極的に話し、聞き取る

能力の獲得を目指す。

　（入門）では、英語以外の言語としてあらたに学

ぶことになるスペイン語はどのような言語か、どん

な地域で使われているのか、学ぶ意味がどこにある

のかなどについて考え、スペイン語学習の動機付け

にする。また、スペイン語Ⅰ（総合）の補いとして

スペイン語を学ぶ大学生が知っておくべき用語・基

礎単語、日常会話でよく使われる簡単な構文をつか

って作文の練習をする。

  （会話）では、スペイン語Ⅰ（総合）での文法項
目の進展にあわせて、基本的な日常会話ができるよ

うにすることを目的にする。（会話）の担当者は、ス

ペイン語を母語としている。スペイン語で積極的に

意思疎通する姿勢も同時にやしなう。

講義概要

　（入門）では、映像・音楽なども使いながら、簡

単なスペイン語史、スペイン語圏の地理・歴史・文

化に関係するスペイン語の基礎用語を学ぶ。また同

時に、（総合）の補いとして、基礎語彙の習得、基本

構文の練習を担当者の用意するプリント・ビデオ教

材などを使って行う。また、総合の進度にあわせて、

確認の小テストをおこなう予定である。（会話）では、

語彙を補いながら（総合）の進度にあわせた構文、

動詞の活用を使って、会話練習をおこなう。

テキスト

　「オーラ・アミーゴス」（芸林書房）

　そのほかの教材については、担当者が授業開始時

に指示する。

参考文献

　スペイン語－日本語辞書を用意してもらう。

辞書については、最初の授業（入門）で説明するの

で、その後に購入していただきたい。

評価方法

　定期テストと平常点、および授業への積極的参加。

担当者によっては、小テストを行う場合がある。（入

門・会話）は、総合して成績とする。どちらかの授

業での評価が 60 点未満の場合には、（入門・会話）
二単位の評価は、不可となるので注意のこと。

科目名 スペイン語Ⅰ（入門・会話）

担当者 各担当教員



講義の目標

　スペイン語Ⅰは、スペイン語初習者向け入門の授

業である。点過去までの基礎的文法事項をまなび、

また簡単な文を作り、自ら積極的に話し、聞き取る

能力の獲得を目指す。

　（総合）は、スペイン語Ⅰの中心となる授業であ

る。文法項目をおいながら基礎的な単語を使った短

文を学ぶことで、あいさつや自己紹介ができ、習慣、

希望・情報、一日の出来事、予定などを伝え、聞き

取ることができる総合的初級スペイン語の習得を目

的とする。

講義概要

　教科書「オーラ・アミーゴス」および担当者の指

定する教科書にそって、初級文法を半分まで進む。

主な文法項目は、名詞と形容詞、冠詞、基本動詞の

使い方、動詞直説法現在形の活用、点過去の活用で

ある。

テキスト

　「オーラ・アミーゴス」（芸林書房）

および、担当者が指定する教科書（授業開始時に指

示する）

参考文献

　スペイン語－日本語辞書を用意してもらう。

辞書については、最初の授業（入門）で説明するの

で、その後に購入していただきたい。

評価方法

　定期テストと平常点、および授業への積極的参加。

担当者によっては、小テストを行う場合がある。

科目名 スペイン語Ⅰ（総合）

担当者 各担当教員



講義の目標

　隣国中国とはどのような国なのかは、中学、高校

の歴史や地理の学習を通してある程度の知識は持っ

ていると思われます。これらを中国語の学習を通し

てさらに理解を深めていくことを目標とします。こ

の授業では中国語の共通語に関する語学知識の基礎

（“発音”、“読む”、“話す”、“聞く”、“書く”）を学

びます。その中でも、とりわけ“聞いてわかる、自

分も話せる”中国語を身につけるように努力してく

ださい。

講義概要

（１）“発音”では中国語の発音の特徴である４つの

声調（トーン）の聞き分け、使い方をできるように

学習します。さらに“ピンイン”という、ローマ字

を借用した発音表記法の読み方と綴り方を学びます。

中国語Ⅰでは特に発音の学習に重点をおきます。テ

ープを良く聞いてまねてください。

（２）“読む”、“書く”では、“簡体字”という簡易

化された漢字を含めて、３００～６００の基礎単語、

いくつかの単文の基本文型、簡単な日常あいさつ用

語などを学習します。

（３）総合と入門の３時限を連携し、同一教科書で

進めて行きます。

テキスト

　入門・北京カタログ　相原茂著　朝日出版社

参考文献

辞書　小学館　中日辞典、　商務印書館　新華字典、

　　　大修館書店　中国語学習ハンドブック

評価方法

　入門の成績は総合・会話両科目の成績の参考とな

ります。

　各回の授業における小テスト及び定期試験結果を

基に評価します。もちろん発表や朗読など授業に取

り組む態度も参考にします。

受講者への要望

　過去６年間学習した英語でも十分力がついている

と思う人は少ないでしよう。これから２～４年間中

国語を学習してどれだけの力がつくかは想像がつく

と思います。授業時間だけでは不充分です。ラジオ、

テレビ、インターネットなども利用してください。

さらに学校に準備してあるビデオや VCD の活用、留
学生との交流などを通して常に中国語と接している

生活を作り出してください。

年間計画

（年間授業計画は総合と共通）

科目名 中国語Ⅰ（入門）

担当者 阿　邉　　　淳



講義の目標

　入門期においては中国語の発音に重点をおいて勉

強します。その基礎のうえ、基本的語彙、文型に習

熟し、口頭でいろいろなトレーニングをして行きま

す。中国語で簡単なコミュニケーションが流暢にで

きることを目標とします。

講義概要

　聴く、話す能力を重視しますので授業ではなるべ

く中国語だけを使用します。

テキスト

　入門・北京カタログ（中国文化、中国事情）

評価方法

　出席と積極的な授業参加を前提とし、学期末試験

および小テストにより総合的に評価します。

受講者への要望

　予習、復習と積極的に参加することを希望します。

年間計画

　第一回の授業中に説明します。

科目名 中国語Ⅰ・Ⅱ（会話）

担当者 張継　・秦敏



講義の目標

　隣国中国とはどのような国なのかは、中学、高校

の歴史や地理の学習を通してある程度の知識は持っ

ていると思われます。これらを中国語の学習を通し

てさらに理解を深めていくことを目標とします。こ

の授業では中国語の共通語に関する語学知識の基礎

（“発音”、“読む”、“話す”、“聞く”、“書く”）を学

びます。その中でも、とりわけ“聞いてわかる、自

分も話せる”中国語を身につけるように努力してく

ださい。

講義概要

（１）“発音”では中国語の発音の特徴である４つの

声調（トーン）の聞き分け、使い方をできるように

学習します。さらに“ピンイン”という、ローマ字

を借用した発音表記法の読み方と綴り方を学びます。

中国語Ⅰでは特に発音の学習に重点をおきます。テ

ープを良く聞いてまねてください。

（２）“読む”、“書く”では、“簡体字”という簡易

化された漢字を含めて、３００～６００の基礎単語、

いくつかの単文の基本文型、簡単な日常あいさつ用

語などを学習します。

（３）総合と入門の３時限を連携し、同一教科書で

進めて行きます。

テキスト

　入門・北京カタログ　相原茂著　朝日出版社

参考文献

辞書　小学館　中日辞典、　商務印書館　新華字典、

　　　大修館書店　中国語学習ハンドブック

評価方法

　入門の成績は総合・会話両科目の成績の参考とな

ります。

　各回の授業における小テスト及び定期試験結果を

基に評価します。もちろん発表や朗読など授業に取

り組む態度も参考にします。

受講者への要望

　過去６年間学習した英語でも十分力がついている

と思う人は少ないでしよう。これから２～４年間中

国語を学習してでどれだけの力がつくかは想像がつ

くと思います。授業時間だけでは不充分です。ラジ

オ、テレビ、インターネットなども利用してくださ

い。さらに学校に準備してあるビデオや VCDの活用、
留学生との交流などを通して常に中国語と接してい

る生活を作り出してください。

年間計画

第１回　中国語ガイダンス、漢字の形、音、義　こ

れから学ぶ中国語とは　（阿邊）

第２回　中国語ガイダンス、辞書の引き方　（永田）

第３回　中国語ガイダンス、中国語の成り立ち　（永

田）

第４回　声調、単母音、複合母音

第５回　音節の成り立ち、子音

第６回　鼻音を伴う母音

第７回　第４課　声調の変化　音節の組み合わせと

声調練習

第８回　発音の総まとめ

第９回　簡単なあいさつ

第１０回　（総）第６課　「～は・・・です」を表

す文とその疑問・否定文、連体修飾語の作り方

第１１回　（総）第６課　repeatと文法
第１２回　（入）第６課　復習読み練習、小テスト、

第７課予習

第１３回　（総）第７課　形容詞述語文、存在を表

す文、その他の動詞

第１４回　（総）第７課　repeatと文法
第１５回　（入）第７課　復習読み練習、小テスト、

第８課予習

第１６回　（総）第８課　疑問文の作り方、可能・

許可を表す助動詞、

第１７回　（総）第８課　repeatと文法
第１８回　（入）第８課　復習読み練習、小テスト、

第９課予習

第１９回　（総）第９回　動作のアスペクトを表す

３つの助詞、“～した”、“～している”、“～したこと

がある”を表す文、数詞と量詞

第２０回　（総）第９課　repeatと文法
第２１回　（入）第８課　復習読み練習、小テスト、

第１０課予習

第２２回　（総）第１０課　北京市概況　第１１課

予習

第２３回　（総）第１１課　お金の言い方、さまざ

まな呼びかけ

第２４回　（入）第１１課　復習読み練習、drill．小
テスト、第１２課予習

第２５回　（総）第１２課　連用修飾語の作り方、

方位詞

第２６回　（総）第１２課　drillと文法
第２７回　（入）第１２課　復習読み練習、小テス

ト、第１３課予習

科目名 中国語Ⅰ（総合）

担当者 各担当教員



第２８回　（総）第１３課　様態・程度を表す補語、

動詞の重ね型、自然現象文

第２９回　（総）第１３課　drillと文法
第３０回　（入）第１３課　復習読み練習、小テス

ト、第１４課予習

第３１回　（総）第１４課　道を尋ねる、介詞①

第３２回　（総）第１４課　drillと文法
第３３回　（入）第１４課　復習読み練習、小テス

ト、第１５課予習

第３４回　（総）第１５課　介詞②、動詞 十
 “一下”
第３５回　（総）第１５課　drillと文法
第３６回　（入）第１５課　復習読み練習、小テス

ト、　春学期まとめ



講義の目標

　スペイン語Ⅰの継続の授業である。接続法現在お

よび過去までの基礎的文法事項をまなび、日常生活

に支障のない文を作る能力、簡単な文の読解力、自

ら積極的に話し、聞き取る能力の一層の獲得を目指

す。初級スペイン語文法を終える。

　（基礎表現）では、（総合）の文法項目と語彙を補

いながら、基礎的構文を使った表現法をまなぶ。ま

た、簡単な文の読解力の養成を目的とする。

  （会話）では、スペイン語Ⅱ（総合）での文法項
目の進展にあわせて、語彙を補いながら基本的な日

常会話ができるよう練習を行うことを目的にする。

担当者は、スペイン語を母国としている。スペイン

語で積極的に意思疎通する姿勢も同時にやしなう。

講義概要

　（基礎表現・会話）：（基礎表現）は、（入門）の続

きの授業である。（総合）の補いとして、基礎語彙の

習得（2000 語 +α）、基礎構文の練習を、（入門）に
引き続いて担当者が用意するプリント・ビデオ教材

などを使って行う。また、簡単な解説文、物語を読

むことで、読解力獲得の第一歩とする。また、総合

の進度にあわせて確認テストをおこなう予定である。

（会話）では、基礎語彙を補いながら（総合）の進

度にあわせた構文、動詞の活用を使った会話練習を

おこない、能動的な聞く能力、話す能力の拡大を目

指す。

テキスト

　「オーラ・アミーゴス」（芸林書房）

　そのほかの教材については、担当者が授業開始時

に指示する

評価方法

　定期テストと平常点、および授業への積極的参加。

担当者によっては、小テストを行う場合がある。（基

礎表現・会話）は、総合して成績とする。どちらか

の授業での評価が60点未満の場合には、（基礎表現・
会話）二単位の評価は、Dとなるので注意のこと。

科目名 スペイン語Ⅱ（基礎表現・会話）

担当者 各担当教員



講義の目標

　スペイン語Ⅱは、スペイン語Ⅰの継続の授業であ

る。接続法現在および過去までの基礎的文法事項を

まなび、日常生活に支障のない文を作る能力、簡単

な文の読解力、自ら積極的に話し、聞き取る能力の

一層の獲得を目指す。初級スペイン語文法を終える。

　(総合)は、スペイン語Ⅱの中心となる授業である。
文法項目をおいながら基礎的な単語を使った短文を

学ぶことで、動詞のすべての活用とその使いかた、

および複文を使った多様な表現について、書き、話

し、聞き取ることができる総合的初級スペイン語能

力の完成を目的とする。

講義概要

　教科書「オーラ・アミーゴス」および担当者の指

定する教科書にそって、初級スペイン語文法を終え

る。主な文法項目は、点過去、線過去、完了形、接

続法の活用と使い方である。

テキスト

　「オーラ・アミーゴス」（芸林書房）

および、担当者が指定する教科書（授業開始時に指

示する）

評価方法

　定期テストと平常点、および授業への積極的参加。

担当者によっては、小テストを行う場合がある。

科目名 スペイン語Ⅱ（総合）

担当者 各担当教員



講義の目標

　　入門Ⅰに引き続き発音練習にも力を入れながら、

短い例文を使ってさらに複雑な文法事項を学び、語

彙を増やしていきます。初級中国語の総合的語学力

（“発音”、“聞く”、“話す”、“読む”、“書く”）の完

成を目指しながら、中国語を使って意思表示ができ

るレベルに到達することを目標におきます。

　中国語の一部の漢字は日本語と同じで見ればすぐ

に意味がわかるものがあります。そのような単語で

も聞き取ることはなかなか難しいものです。「聞いて

分かる」、「発信できる」中国語を学ぶことを心がけ

てください。

講義概要

（１）総合的語学力の充実を図り、「中国語で自分の

日常生活を語ることができる」、　「中国語で自分の

考えを伝達できる」、ことを目標にいろいろな表現を

学びます。

（２）具体的に言えば、日本中国語検定協会が主催

する「中国語検定４級のレベル」に達する６００～

１０００語の単語を学びます。

（３）会話文のほかにある程度の長さの文章を読み

語彙の増加を図ります。日常生活や自己紹介の文な

どであれば、暗記もさほどおっくうではないはずで

す。「発信型」人間になるためのきっかけとしては、

「話せた！」、「通じた！」という感激を味わうこと

です。これは語学学習上の自信をつける面からも大

きな意味があります。

（３）総合と入門の３時限を連携し、同一教科書で

進めて行きます。

テキスト

　①入門・北京カタログ　②北京カタログ中国文化・

中国事情　相原茂著　朝日出版社

参考文献

辞書　小学館　中日辞典、　商務印書館　新華字典、

　　　大修館書店　中国語学習ハンドブック

評価方法

　各回の授業における小テスト及び定期試験結果を

基に評価します。もちろん発表や朗読など授業に取

り組む態度も参考にします。

　入門の成績は総合・会話両科目の成績の参考とな

ります。

受講者への要望

　ラジオの講座や午後１時の中国語ニュース、テレ

ビ講座、インターネットなども利用してください。

さらに学校に準備してあるビデオやⅤＣＤの活用、

留学生との交流などを通して常に中国語と接してい

る生活を作り出してください。

科目名 中国語Ⅱ（基礎表現）

担当者 阿　邉　　　淳



講義の目標

　総合Ⅰに引き続き発音練習にも力を入れながら、

短い例文を使ってさらに複雑な文法事項を学び、語

彙を増やしていきます。初級中国語の総合的語学力

（“発音”、“読む”、“話す”、“聞く”、“書く”）の完

成を目指しながら、中国語を使って意思表示ができ

るレベルに到達することを目標におきます。

中国語の一部の漢字は日本語と同じで見ればすぐに

意味がわかるものがあります。そのような単語でも

聞き取ることはなかなか難しいものです。「聞いて分

かる」、「発信できる」中国語を学ぶことを心がけて

ください。

講義概要

（１）総合的語学力の充実を図り、「中国語で自分の

日常生活を語ることができる」、「中国語で自分の考

えを伝達できる」、ことを目標にいろいろな表現を学

びます。

（２）具体的に言えば、日本中国語検定協会が主催

する「中国語検定４級のレベル」に達する６００～

１０００語の単語を学びます。

（３）会話文のほかにある程度の長さの文章を読み

語彙の増加を図ります。日常生活や自己紹介の文な

どであれば、暗記もさほどおっくうではないはずで

す。「発信型」人間になるためのきっかけとしては、

「話せた！」、「通じた！」という感激を味わうこと

です。これは語学学習上の自信をつける面からも大

きな意味があります。

（３）総合と基礎表現の３時限を連携し、同一教科

書で進めて行きます。

テキスト

　①入門・北京カタログ　②北京カタログ中国文化・

中国事情　相原茂著　朝日出版社

参考文献

辞書　小学館　中日辞典、　商務印書館　新華字典、

　　　大修館書店　中国語学習ハンドブック

評価方法

　各回の授業における小テスト及び定期試験結果を

基に評価します。もちろん発表や朗読など授業に取

り組む態度も参考にします。

基礎表現の成績は総合・会話両科目の成績の参考と

なります。

受講者への要望

　ラジオの講座や午後１時の中国語ニュース、テレ

ビ講座、インターネットなども利用してください。

さらに学校に準備してあるビデオやⅤＣＤの活用、

留学生との交流などを通して常に中国語と接してい

る生活を作り出してください。

年間計画

第１回　第１６課　禁止の表現、結果補語、「もうす

ぐ～する」を表す文

第２回　文法のポイントと drill
第３回　復習読み練習、小テスト、第１７課予習

第４回　第１７課　可能補語〔動詞＋得／不＋結果

補語・方向補語〕、前置詞“把″の用法、「少しも～

でない」を表す文

第５回　文法のポイントと drill
第６回　復習読み練習、小テスト、第１８課予習

第７回　第１８課　複雑な方向補語、仮定を表す文、

形容詞・動詞を並列する文

第８回　文法のポイントと drill
第９回　復習読み練習、小テスト、第１９課予習

第１０回　第１９課　①「～の他に・・・だ」、②「～

だけでなく、・・・もまた」を表す文、比較を表す文

第１１回　文法のポイントと drill
第１２回　復習読み練習、小テスト、第２０課予習

第１３回　第２０課　“是～的”の強調構文、選択

疑問文

第１４回　文法のポイントと drill
第１５回　復習読み練習、小テスト、２冊目北京カ

タログ文化・事情予習

第１６回　第１課　課文の読みと訳

第１７回　第１課　課文の読みと訳

第１８回　復習読み練習、小テスト、会話１，２

（「自転車王国」は最後に読みます）

第１９回　第２課　課文の読みと訳

第２０回　第２課　課文の読みと訳

第２１回　復習読み練習、小テスト、会話、drill
第２２回　第３課　課文の読みと訳

第２３回　第３課　課文の読みと訳

第２４回　復習読み練習、小テスト、会話、drill
第２５回　第４課　課文の読みと訳

第２６回　第４課　課文の読みと訳

第２７回　復習読み練習、小テスト、会話、drill
第２８回　第５課　課文の読みと訳

第２９回　第５課　課文の読みと訳

第３０回　復習読み練習、小テスト、会話、drill
第３１回　第６課　課文の読みと訳

第３２回　第６課　課文の読みと訳

科目名 中国語Ⅱ（総合）

担当者 各担当教員



第３３回　復習読み練習、小テスト、会話、drill
 （「同じようなアパート」は最後に読みます）
第３４回　第７課　課文の読みと訳

第３５回　第７課　課文の読みと訳

第３６回　復習読み練習、小テスト、会話、drill
　秋学期まとめ



講義の目標

　総合の授業では、初級文法のうち、一年目で不十

分だった接続法を中心に扱い、未来・過去未来・大

過去・関係詞、前置詞などについて補い、より高度

な表現方法を学ぶことで、表現力の増強を目的とす

る。

  講読の授業では、比較的平易な物語・小説・評論
などを用いて、読解力の養成をおこなうとともに、

総合の授業でおこなう新たな文法項目について講読

を通じて定着させることを目的とする。多様な教材

を使うことで語彙の増強も意図する。

講義概要

　担当者が指定する中級用の教材を用いて、その文

法項目にそって授業を進める。表現力を養うため、

作文に力を入れる。

  講読の授業では、教科書用に書き直された、平易
なスペイン語の物語、評論などを中心に輪読する。

この授業では特に予習が不可欠である。

テキスト

　総合：担当者指定の教科書　4 月に教科書売場で確
認の上購入のこと。

　講読：担当者指定の教材　プリントなど。

評価方法

　平常点、期末テストなどで総合的に評価する。担

当者によっては小テストも随時おこなう。

  この授業は、二コマで一つの成績となる。総合・
講読それぞれの担当者のうち、いづれかが 60 点未満
の成績をつけたときには、二コマとも不可となるの

で注意していただきたい。

科目名 スペイン語Ⅲ（総合・講読）

担当者 各担当教員



講義の目標

　（会話）の授業では、総合の文法事項の進度に合

わせて、基本的な会話文を使いながら練習するとと

もに、より高度な聞き取り能力と表現力を身につけ

ることを目的とする。

　（ＬＬ）の授業では、総合的オーディオヴィジュ

アル教材を用いて、基本文法事項に沿った聞き取り

能力の定着と、場面設定にあわせた受け答えができ

るように練習する。

講義概要

　（会話）の授業では、中級用の教材を用いてその

文法項目にそって口答練習を中心に授業を進める。

　（ＬＬ）の授業では、Viaje al españolの第一部か
ら第三部半ばまでを順を追って進めていく。第一部

については、比較的平易で復習的内容になることが

多いが、場面設定にあわせた聞き取り能力の確認の

場とする。

テキスト

会話：担当者指定の教材

ＬＬ：プリントを用意する。

評価方法

  平常点、期末テストなどで総合的に評価する。担
当者によっては小テストも随時おこなう。

  この授業は、二コマで一つの成績となる。それぞ
れの担当者のうち、いづれかが 60 点未満の成績をつ
けたときには、二コマとも不可となるので注意して

いただきたい。

科目名 スペイン語Ⅲ（会話・ LL）

担当者 各担当教員



講義の目標

　中国語Ⅰ・Ⅱの習熟を条件にさらにレベルアップ

を図る。「会話・ LL」クラスと連携して、実用能力
を養成する。また長文読解を通じて辞書、参考書、

資料の効率的な利用を紹介する。

講義概要

　週 2 コマ開講。日常会話からあるていどまとまっ
た内容のある会話能力の養成を目指す。十分習熟す

るため予習を重視し、期間中に小テストを行う。ま

た文学作品、時事資料なども利用して長文読解能力

を高める。

テキスト

　『新中国語 2』、『新中国語 3』北京語言学院編　中
華書店　各 1000 円。なお後期以降もこの教科書を使
用するので、同シリーズの第 4 巻も購入しておくと
よい。

参考文献

　使用辞書：『中日辞典』小学館　6796円（小型で兼
価な中日辞書もあるが、すぐ使えなくなるので、こ

の辞書を買うこと）

　参考図書：『中国語学習ハンドブック　改訂版』大

修館 2200円
年間授業計画

週　教科書　　　内容

1　37・ 38課
2　39・ 40課
3　41・ 42課
4　43・ 44課
5　45・ 46課
6　47・ 48課　教科書目次順
7　49・ 50課
講読については教材を配布する

8　51・ 52課
9　53・ 54課

10　55・ 56課
11　57・ 58課
12　総合復習
13　総合テスト

科目名 中国語Ⅲ（総合・講読）

担当者 各担当教員



講義の目標

　本　的目　是提高学生　的听　能力。

　通　一年的学　能比　　　、流利地用中文叙述一

些日常生活中的事情。如：介　自己的情　、自己的

家庭、　好等。

　　述一些自己的想法及　生在自己的周　的事情等。

同　、也学　一些有　中国的情　、中国人的　俗　慣、

思想方法以及近年来的国情変化等。

講義概要

　　基本用中文　行。除了解解決　本内的疑向外、

　　教　　的正　　　和　用及一些近　　的微妙区

別等。有　、按照　法重点和　　句型重点。老　和

学生　行対　　　、有　　行小　会　　　或者 Short
Speech的叙述　　。
テキスト

　北京カタログ

評価方法

　出席、考拭及　内的参与綜合　价。

受講者への要望

　希望学生　　　、預　、完成作並、　内　　　言。

年間計画

　第一次　　詳細説明。

科目名 中国語Ⅲ・Ⅳ（会話・ＬＬ）

担当者 張継　・秦敏



講義の目標

　（会話）の授業では、総合での文法項目に沿った

口答練習とともに、自らの意見を述べる力、他の意

見を聞き取る力を養成する。

　（ＬＬ）の授業では、総合的オーディオヴィジュ

アル教材を用いて、Ⅲに引き続いて、聞き取り能力

の定着と、場面設定にあわせた受け答えができるよ

うに練習する。

講義概要

　（会話）の授業では、中級用の教材を用いて文法

項目にそって口答練習を中心に授業を進めるととも

に、論議を定めて意見発表を行う練習およびニュー

スや映画などの聞き取り練習をおこなう。

　（ＬＬ）の授業では、Viaje al españolの第三部半
ばから、第五部までを順を追って進めていく。第五

部はかなり高度になるが、できる限り第五部まで進

むことを目標とする。

テキスト

会話：担当者指定の教材

ＬＬ：プリントを用意する。

評価方法

  平常点、期末テストなどで総合的に評価する。担
当者によっては小テストも随時おこなう。

  この授業は、二コマで一つの成績となる。それぞ
れの担当者のうち、いづれかが 60 点未満の成績をつ
けたときには、二コマとも不可となるので注意して

いただきたい。

科目名 スペイン語Ⅳ（会話・ＬＬ）

担当者 各担当教員



講義の目標

　総合の授業では、より高度な文法事項とともによ

く使われる言い回しを扱い、表現力の増強を目的と

する。冠詞、形容詞、再帰動詞、二つの過去形、接

続法、関係詞など既出の文法事項についても補いの

説明をし、中級文法を終える。

　講読の授業では、スペイン語圏で通常読まれてい

る物語・小説、評論、新聞記事などを用いて、読解

力の養成を行うとともに、総合の授業でおこなう新

たな文法項目について講読を通じて定着させること

を目的とする。

講義概要

　総合の授業では、中級用の教材を用いてその文法

項目にそって授業を進める。表現力を養うため、作

文に力を入れる。

　講読の授業では、平易ではあるがスペイン語圏で

普通に読まれている物語、評論などを輪読する。

テキスト

総合：担当者指定の教科書　前期と同じ教材を用い

る。

講読：担当者指定の教材　プリントを用意する予定

である。

評価方法

　平常点、期末テストなどで総合的に評価する。担

当者によっては小テストも随時おこなう。

　この授業は、二コマで一つの成績となる。それぞ

れの担当者のうち、いづれかが 60 点未満の成績をつ
けたときには、二コマとも不可となるので注意して

いただきたい。

科目名 スペイン語Ⅳ（総合・講読）

担当者 各担当教員



講義の目標

　「総合」クラスと連携して、レベルアップを図る。

とりわけ各種表現、それを用いた作文、スピーチ、

挨拶表現などを学ぶ。中国語においては慣用表現、

四字成句などが重要であり、さらに知識を充実する。

講義概要

　「会話」を各週 1コマ開講。「LL」では特に聞き取
り、口頭での各種表現の習熟を図る。「会話」では、

中国人教員によって日常会話を含め、より高度な会

話、スピーチ、挨拶表現などを反復練習し、その表

現、リズムを体得する。

　多少の中国事情講義をまじえながら、実際的会話

に対応できる学力を目指し、「総合」クラスの進行に

合わせて各種表現の教材を適宜配布する。「会話」で

は「総合」クラスの進行に合わせ、対応する会話教

材を配布する。

テキスト

　『中国語学習ハンドブック　改訂版』大修館　2200
円を使用する他、適宜教材を配布する。「会話」につ

いては追って指示する。

参考文献

使用辞書：『中日辞典』小学館　6796円（小型で兼価
な中日辞書もあるが、すぐ使えなくなるので、この

辞書を買うこと）『日中辞典』小学館。

科目名 中国語Ⅳ（会話・ＬＬ）

担当者  各担当教員



講義の目標

　中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの習熟を条件にさらにレベルア

ップを図る。「基礎表現・会話」クラスと連携して、

実用能力を養成する。また長文読解を通じて辞書、

参考書、資料の効率的な利用を紹介する。

講義概要

　週 2 コマ開講。日常会話からかなりまとまった内
容のある作文能力の養成を目指す。十分習熟するた

め予習を重視し、作文を重視する。

テキスト

　『新中国語 4』北京語言学院編　中華書店　各 1204
円。なおその後もこの教科書を使用するので、同シ

リーズの最終巻の第 5巻も購入しておくとよい。
参考文献

使用辞書：『中日辞典』小学館　6796円（小型で兼価
な中日辞書もあるが、すぐ使えなくなるので、この

辞書を買うこと）

参考図書：『中国語学習ハンドブック　改訂版』大修

館 2200円
　

年間計画

週 教 科 書 内 容
1 59課
2 60課
3 61課
4 62課
5 63課
6 64課 教科書目次順
7 65課

講読については
教材を配布する

8 66課
9 67課

10 68課
11 69課
12 70課
13 総合テスト

科目名 中国語Ⅳ（総合・講読）

担当者  各担当教員



講義の目標

　The aim of the course is to develop the nesessary
skills for discussion. Each class will allow students
a chance to give their opinions and to discuss them
with others.
講義概要

　The topics for discussuin will be wide and varied,
ranging from domestic to international, political to
social, and controversial to mainstream.
テキスト

　Students will be provided with all materide. No
textbook is required.
参考文献

　The topics will be chosen from current affairs
magazines (i.e. Times), newspaper editorials, and
journals.
評価方法

　Find grade will be attendance (50%) class
participation (25%) and tests (25%).
受講者への要望

　Students will be required to read articles before
class and be prepare to discuss them.
年間計画

1.  Introductions
2.  Mass Media
3.  Life styles
4.  Religion
5.  Politics
6.  Japan
7.  Debate
8.  Capital Punishment
9.  20th Century

10.  U.S.A. / Japanese Relations
11.  East vs West
12.  Population Control
13.  Native Peoples
14.  Debate
15.  Drugs
16.  21 Century
17.  Animals Rights
18.  Drinking / Smoking
19.  Education

20.  Assisted Suicide
21.  Debate
22.  Open Topic
23.  Test
24.  Test

科目名 英語Ⅴ（総合英語）

担当者 Ｋ．ミーハン       



講義の目標

　The goal of the course is to help students
communicate effectively in spoken and written
English. The primary aim will be on improving
listening and speaking― understanding natural
adult speech used in lectures, in business and at
social gatherings―and other language skills needed
to study overseas and for success in business and
the professions. If necessary, selection of students
will be made during the first week of classes.
講義概要

　Class time will be spent in drills, pair practice
and discussions to improve comprehension and
fluency using audio and videotape from newscasts,
drama, comedy and documentaries. Articles from
well-known English language magazines and
newspapers will be used to learn more about the
culture, expand vocabulary and for a better
understanding of English usage. Students will have
the chance to suggest subjects and material based
on their interests. The methods, drills and difficulty
of the materials will be determined by the English
ability of the students. Mr. Durham, who teaches
the Wednesday class, and I will select the teaching
material and develop the lesson plans together.
Only one mark will be given for the course.
テキスト

　Text to be announced.
　Prints and tapes supplied by the instructor.
参考文献

　Please bring to class a paperback edition of a
dictionary for native adult speakers of English. I
recommend any of the following:
The Merriam-Webster Dictionary,  The American
Heritage College Dictionary or The Random House
Dictionary of the English language.
評価方法

　Grades will be based on preparation, active
participation during the classes, attendance,
quizzes, and the term and final presentations.
受講者への要望

　Perhaps the most important point in acquiring a

language for an adult is taking responsibility for
learning. Students therefore should carefully
prepare for and actively participate in every class.
年間計画

1. Orientation covering goals, methods and
standards for evaluation
    Selection of students and introduction of first
topic for discussion
2. Pair practice: "Goals―how l plan to improve my
English"
    The holidays― American students' "Golden
Week"
3. Pair practice, continued
    Introduction, viewing and discussion of video
presentation
4. Research and discussion: "Canada or Australia―
where do we get the most for our money?

5. Research and discussion: "Canada or Australia―
where do we get the most for our money?"
continued

6. Viewing and discussion of U.S. newscast;
listening & pair practice: from National Public
Broadcasting's "The News Hour"

7. Viewing and discussion of U.S. newscast,
continued

8. Introduction: TV drama― "Northern Exposure"
9. Holidays ―Independence Day

    Orientation for student presentations
10. Student presentations
11. Student presentations
12. Discussion and evaluation of presentations
13. Research and discussion project: "Survival for the

Japanese College Graduate in the New Economy"
14. TV drama ―"Northern Exposure"―continued
15. Pair practice & listening practice: subjects from

NPB's "The News Hour"
16. Research and discussion: "Getting Ahead in the

New Economy"
     Building vocabulary ―"Jargon and Buzzwords"
17. Research and discussion: "Getting Ahead in the

New Economy" continued
18. TV comedy: "Family Ties" － viewing and

discussion
19. TV comedy: "Family Ties" － viewing and

discussion
20. The holidays－Christmas, Chanuka and Kwanza

科目名 英語Ⅴ（総合英語）

担当者 Ｍ．Ａ．シブル



21. Orientation for student presentations
22. Student presentations
23. Student presentations
24. Discussion and evaluation of presentations



講義の目標

　This course will focus on building understanding
of different Cultures, festivals, and countries,
through use of Modern English conversation.
Students will be asked to ACTIVELY participate in
understanding and using APPROPRIATE English
and styles for interacting with foreigners from
various countries. Videos and song ― listening
exercises may be used to improve listening,
vocabulary, and cultural awareness. Modern
English will be emphasized ― not  “Wasei Eigo”.
講義概要

　Student participation is a MAJOR component of
the course. Students will be invited and challenged
to provide interesting and culturally― suitable
responses and reactions to a variety of English
situations, questions, songs, videos, newspaper
articles, and festivals. International awareness and
knowledge are the ultimate goals.
テキスト

　A textbook may be decided upon, after meeting
with students and assessing student needs and
desires.
評価方法

　Attendance: 20% (2 later = 1 absence; more than
20 minutes late = absent); Participation: 20%;
Assignments and Quizes: 20%; and Examination(s):
approx. 40%
受講者への要望

　Please don’t be late or absent: you will fail! In this
class, ACTIVE participation is needed. You should
have an open mind: different English expressions,
and different Cultures will be studied.
年間授業計画

1．Introductions, in English: avocation; work / study
place; and location. Video and / or song listening
exercise. NOTE: This syllabus may be changed to
better suit student needs.

2．Review of Introductions. Use of future tense: hope
to; like to; going to; plan to; and will. Travel video
and imagining / planning a trip there.

3．Review, future tense. Song / video listening

exercise. Cultural gaffes. Talking about hobbies.
“How are you?” + pair practice.

4．Review. Brief speaking quiz. Gearing up for
research into Study Abroad / Working Holiday
Visa. “Which country would you like to visit? Why?
Itinerary?”

5．Review. Re-writing exercises. Travel video and
use of imagination / visualization. “What’s it like,
there?” Conversation pairwork.

6．Review. “Have you ever ―― ?” + Culturally-
appropriate responses. Pairwork. Travel video and
/ or song cloze exercise, and / or News articles.

7．Review. Internet research about destinations.
“What can you see and do in―― ? + pair practice.

8．Review. Brief speaking quiz. Song cloze exercise
and / or video exercise. Discussion of foreign
festivals whenever appropriate.

9．Review. ‘Origins’: where…from; where…born;
where…grow up; where…live now? Video or song
exercise. Preparation for presentation, re: chosen
country.

10．Review: Preparation for examination. News/
Travel video, with discussion. Song Cloze exercise.

11．Review / Exam. Questions, re: other Cultures,
Food; activities. If time permits: video / song
exercise, and / or News articles.

12．Discussing Summer activities; with pare practice.
English re-writing exercises. “How was your ――
― ?”

13 ． Research into foreign festivals, especially
Halloween, the Rio Carnival and so on. Videos and
song-listening exercises. Street directions and pair
practice.

14．Review, street directions. Practice in pairs. Video
/ song exercise. Commencement of research into
Second-Semester presentation.

15 ． Presentation focusing. Subway & Train
‘directions’: explaining and understanding how to
get there. Video and / or Song exercise.

16．Review, train directions; pair practice. Video and
/ or song exercises. “What kind of ――― do you
like?” + pair practices.

17．Review, street directions. Festivals: Halloween,
Christmas, holidays.

    “――― is a time when…” Pair practice.
18．Review. Short quiz. Guessing / Prognosticating.

科目名 英 語 Ⅴ     （総合英語）

担当者 Ｒ ． ダ ラ ム       



Video / song exercise. English re-writing.
19．Review. News video and discussion, followed by

pair discussion. Song cloze exercise.
20．Review. “Can you recommend a good place to ―
――?”:finding stores / services in an unfamiliar
city. Pair practice. Song / video exercise.

21． Review. Cultural misunderstandings. “Who
accomplished it?”: important discoveries and
developments in history. Presentations.

22．Review. Short speaking quiz. Preparation for
examination. Presentations. Discussion.

23．Examination(speaking) and / or presentation(s).
24．Note: This syllabus is tentative and may change,

depending on festival timing; video availa-bilities;
student and teacher interests, and son on.



講義の目標

1. To develop overall communication ability by
focusing on integrated practice of the four skills --
listening, speaking, reading and writing.

2. To consolidate and extend the knowledge and
command of English grammar.

3. To consolidate and build vocabulary for use in
general contexts.

4. To use material that is varied, interesting and
relevant to adult learners of English.

講義概要

　The course book provides a wide range of
activities for practice of listening, speaking, reading
and writing. The course book will be supplemented
by articles from newspapers and magazines and
video material for further practice.
テキスト

　The main course book will be “New Headway
English Course,” (Intermediate Student’s Book), Liz
and John Soars, Oxford University Press.
参考文献

　None
評価方法

　Final grades will be given on the bases of:
examination results at the end of each semester;
grades for written assignments; attendance; and
active participation in classroom activities.
年間授業計画

1a. Course explanation. Course book unit 1:The
modern world

1b.  Extension and practice
2a.  Course book unit 1 continued
2b.  Extension and practice
3a.  Course book unit 2:Sport and leisure
3b.  Extension and practice
4a.  Course book unit 2 continued
4b.  Extension and practice
5a.  Course book unit 3: Writing, painting and
music

5b.  Extension and practice
6a.  Course book unit 3 continued
6b.  Extension and practice

7a.  Course book unit 4:Cultural comparison
7b.  Extension and practice
8a.  Course book unit 4 continued
8b.  Extension and practice
9a.  Course book unit 5:Holidays
9b.  Extension and practice

10a.  Course book unit 5 continued
10b.  Extension and practice
11a.  Course book unit 6:Food
11b.  Extension and practice
12a.  Course book unit 6 continued
12b.  Mid-year examination
13a.  Course book unit 7:Work
13b.  Extension and practice:
14a.  Course book unit 7 continued
14b.  Extension and practice
15a.  Course book unit 8:Money
15b.  Extension and practice
16a.  Course book unit 8 continued
16b.  Extension and practice
17a.  Course book unit 9:Families and relationships
17b.  Extension and practice
18a.  Course book unit 9 continued
18b.  Extension and practice
19a.  Course book unit 10:Habits
19b.  Extension and practice
20a.  Course book unit 10 continued
20b.  Extension and practice
21a.  Course book unit 11:Questions and answers
22b.  Extension and practice
22a.  Course book unit 11 continued
22b.  Extension and practice
23a.  Course book unit 12:Birth, marriage and

death
23b.  Extension and practice
24a.  Course book unit 12 continued
24b.  Final examination

科目名 英　語　Ⅴ（総合英語）

担当者 Ｗ．Ｊ．ベンフィールド



講義の目標

　新聞記事、雑誌記事・論文、評論、小説などスペ

イン語圏で通常流通している書かれた文章の内容把

握およびテレビニュースなどの聞き取りをおこない、

内容を日本語とスペイン語で要約する力を養成する

ことが第一の目的である。さらに内容に関して、自

分の意見をスペイン語で表現できる能力の養成にも

つとめたい。

講義概要

　日本人担当者は、主に講読を担当する。内容把握

は、その背景を知ることが不可欠である。正しい内

容把握ができるよう、語彙、構文に関する説明だけ

ではなく、その背景についても受講生自ら調べるよ

う指導したい。なるべく多様な分野に関する教材を

用意し、精読するだけでなく、長文の概要把握にも

挑戦させる。外国人担当者は、できるだけスペイン

語のみで授業をおこなう。担当講師の用意する教材

に基づいて、内容把握だけでなく、内容に関する意

見表明、論議をスペイン語で行わせたい。

テキスト

　各担当者が指定する教材あるいはプリントを用意

する。

参考文献

　各担当者が指示する。

評価方法

　平常点のほか、小テストおよび期末テストで総合

的に評価する。担当者二人で一つの成績をだすこと

になる。いずれかの担当者の評価が 60点以下の場合、
成績はＤとなる。

受講者への要望

　授業での積極的発表、発言が重要である。各時間

を有意義に使っていただきたい。

科目名 スペイン語Ⅴ（総合）

担当者 各担当教員



講義概要

　中国社会・文化に関する中国語資料を使い、辻は

精読、孫は中国語によって解説する。

テキスト

　教材配布

参考文献

　天児慧『中華人民共和国史』岩波書店

評価方法

　期末テスト

学生への要望

　予習を重視し、複数の辞書・参考資料を利用する。

年間授業計画

　進捗状況によって決定する。

科目名 中 国 語 Ⅴ     （総合）

担当者 各担当者教員



講義の目標

　ボランティアは西洋キリスト教思想の慈善型の奉

仕精神による、一方通行的な無償性の奉仕を基本と

していた。産業革命を境に、社会構造の変革に伴う

人々の意識の変化が、個人的なボランティアを組織

的・継続性が求められはじめ、ボランティアの原義

である自発性〔自主性〕無償制（無給性）・社会性（公

益性）が時代の思想的・構造的変化と相まって大き

く変化してきた。ボランティア活動の理解はもとよ

り、活動の意義とその必要性を現代文化や科学の発

展と同様に行動文化として、その動向と意義を解明

し実践していくことを目的とする。

講義概要

　ボランティアの歴史的変遷と社会状況の変化との

関連について検索し、人間の本質ともいえる助け合

い・分かち合いとは強者が弱者に与えるものではな

く、人は自分自身が困っているときにさえ、自分に

できる範囲で他の人を助ける優しい気持ちを持って

いる。産業社会と人間の生活や、人としての本来の

生き方である、人間の思いやりや愛情の伝達と人が

持つ善意をボランティアという行為によって表現し

活用する意義について認識し、ボランティアそのも

のの量的、質的な関心と参加する事の基本的な見直

しと、組織的な協力関係や今や団体のマネジメント

能力の確保もこの学問領域といえる。

受講者への要望

　国際的視野に立って考えられる、

年間授業計画

1．ボランティアの歴史的変遷とその精神
2．世界的活動組織としてのＮＰＯ，ＮＧＯのボラン
ティア活動の現状　（外来講師）

3．ボランティアの基本的コンセプト
4．ボランティアの理解と実践について　（外来講師）
5．恵みとしての扶助・一方通行的な援助としてのボ
ランティア

6．日本でのボランティアの現状と取り組み
7．世界的ボランティアの現状と日本人の意識につい
て　（鳥谷部）

8．現代社会におけるボランティアの必要性と認識
（鳥谷部）

9．Ａ・課題発表
10．Ｂ・課題発表

11．20世紀の物質文明の限界・ 21世紀での転換
12．まとめ

科目名 ボランティア論

担当者 青　柳　多恵子



講義の目標

　現代の国際化時代に必要なグローバルな見方を養

い、そして異文化理解への関心を高めることを目標

にする。この講義では経済学部の田村申一・桑原靖

夫・千代浦昌道の３教授、外国語学部言語文化学科

の有吉広介、辻康吾の２教授と佐藤勘治助教授がオ

ムニバス形式で、それぞれ異なる視点から世界の諸

現象を講義し、現代世界の多面的な理解をはかる。

講義概要

　まず、21 世紀世界のボーダーレス状況を認識する
ために、経済のボーダーレス現象がみられる「世界

の金融市場」と、社会のボーダーレス現象の一つ、

いわゆる「外国人労働者」の問題にふれる。次に、

国際社会の古くて新しい問題である「南北問題」を

現代のメキシコ社会にみる。さらに奴隷貿易、植民

地支配、そして内戦や紛争に苦しんできたアフリカ

人の歴史を論じる。ついで、改革開放政策や経済建

設で大成功を収めた中国が、今後の国際関係におい

て、特に対日関係において行使する影響力を分析・

検討する。最後に、人口の高齢化状況に関連して、

いくつかの国における高齢者の生活および意識と、

その文化との関係を比較検討する。

テキスト

　随時資料を配布する。

参考文献

桑原靖夫「国境を越える労働者」（岩波書店）、同

著「あなたの隣人外国人労働者」（東洋経済新報社）

など。講義時に紹介するものがある。

アフリカ論に関しては、小田英郎他著「アフリカ

第 2 版」（国際ベーシックシリーズ、自由国民社、
1999）および伊谷純一郎・織田英郎・田中二郎・米
山俊直共同監修「アフリカを知る事典　改訂版」（平

凡社 1999）
中国論を聞くに当たっては天児慧「中華人民共和

国史」を通読しておくこと。

評価方法

　前後 6回のレポートの総合評価
学生への要望

　多面的にサブ・テーマを設定したので、必ず出席

し、講義の要点をよく把握すること。

年間授業計画

1．グローバルな市場経済では、巨額なおかねが世界

的な投機に使われ、一国の政治・経済を揺るがせて

いる。その主役、ヘッジファンドのデリバティブ取

引の実態をのぞいてみる。

2．グローバルなマネー市場では、市場同士の競争も
激しい。市場の競争力強化と市場の暴走抑制が必要

となる。日本の金融ビックバン、アジアの金融危機

対応を例として考えてみる。

3．グローバルな世界経済の下、労働力は国境を越え
て移動する。しかし不法入国者の急増、経済危機下

に強制送還される労働者、母国に戻れない労働者な

ど新たな問題が生まれる。

4．21世紀に向けて日本は、アジアや南米諸国との関
係でいかなる立場に立ち、そして多様化する国際労

働力移動の流れにいかに対応すべきなのかを、世界

潮流に即して理解したい。

5．観光、組み立て産業、麻薬密輸、不法移民など様々
な側面をもつメキシコの国境都市・ティフアナに、

先進国・アメリカ合衆国と発展途上国・メキシコの

文化交流の歴史をみる。

6．合衆国の圧倒的な影響の下にメキシコ北部におい
ていかにメキシコ性が形成されてきたかという問題

を歴史的に追う。

7．大戦後西欧諸国の植民地支配から脱したアフリカ
諸国が、どのような政治的変遷をたどったか、そし

て南アの人びとがいかにして白人支配から民主化を

勝ち取ったかをみる。

8．現代にアフリカの経済と社会の背景にある過去の
奴隷貿易と植民地支配の歴史にふれた後に、独立後

のアフリカ諸国の経済と社会の変遷とさまざまな問

題について講義する。

9．近代化政策をとる中国の対外関係のビヘイビアを
分析する。

10．そのビヘイビアが具体的にいかなる政策として現
れているかを検討する。

11．高齢者の生活と意識に関して総務庁が国際比較調
査を 4 回おこなった。この調査の結果を中心にして
日本、アジア諸国、そして欧米諸国の高齢者の生活

の特徴を比較する。

12．日本、アジア諸国、そして欧米諸国の間にある高
齢者の生活と意識の違いがそれぞれの文化と深く関

係することを説明する。

科目名 現代世界論

担当者 有　吉　広　介



講義の目標

　外国語学部共通の教育目標は、特定の外国語の学

習を通じて、そ（れら）の外国語の話される共同体

の文化と社会構造を、日本語および日本の文化・社

会構造と対照しつつ、知ることである。その際、言

語と文化すなわち生活・行動・思考の様式とは相互

に密接な関係にあるということが、自明のこととし

て前提とされている。本講義の目的は、この前提、

すなわち言語と文化の相互関係を概括的に論じるこ

とである。

講義概要

　言語と文化すなわち生活・行動・思考の様式との

相互関係を見るにあたり、当然それらの担い手・主

体である民族を中心にすえる必要がある。けれども、

同じ（ような）言語を話し、同じような生活を営み、

同じように行動し、思考する人々を民族ということ

については、今日、事実と理論の両面から疑問が生

じている。人々が出合い、ふれ合い、共同の生活を

営む中で、共通の言語と文化が形成される。しかし、

生活環境の変化により移動を余儀なくされ、移動が

かなわぬようになったのちには、たがいの生活領域

と手段を奪い合うことによって、今日のように民族・

言語・文化が多様化したのである。民族紛争・国際

紛争を言語と文化の側面から見ていく。

テキスト

　未完成。（マルチメディア教材使用。獨協大学ホー

ムペジ・授業のページ参照）

参考文献

　高崎通浩『改訂版世界の民族地図』（作品社）

　マイクロソフト『エンカルタ百科事典 2000』
　日立デジタル平凡社『世界大百科事典』

　マクミラン『エンサイクロペディア・オブ・ワー

ルド・カルチャーズ』

　小学館『日本大百科全書』

　コムリー他編『世界言語文化地図』（東洋書林）

　R.E.アシャー他編『世界民族言語地図』（東洋書
林）

　恵谷　治『世界危険情報大地図館』（小学館）

　下川　浩『現代日本語構文法』（三省堂）ほか

評価方法

　随時レポートを課し、各自の実績にもとづく自己

評価を基本にしたい。

受講者への要望

　「講義という形をとった伝え合いを通じ、話し合

いのしかたが学べるように、積極的に質問や意見発

表をしてもらいたい。

年間授業計画

1．人と人とが出合うとき、ふれ合いと伝え合いが起
こる。伝え合い（コミュニケーション）とはどうい

うものか。

 2．伝え合いにはコトバによるものとよらないものと
がある。コトバによる伝え合いはコトバによらない

伝え合いとどう違うのか？

3．コトバによる伝え合いの手段であるとともに産物
である言語とはどういうものか？

4．世界には、どんな言語がどのように分布している
か？

5．人種・語族・民族という概念の共通点と相違は？
6．民族は歴史的にどのように形成されてきたか？
7．文化はどのように形成されてきたか？日本文化と
は？

8．宗教はどのように人々の生活・行動様式と関係し
合うのか？

9．「民族紛争」と「少数民族」の問題をどのように
考えるべきか？

10.平和で豊かな国際社会を築くための伝え合いと関わ
り合いとは？

11．コトバは事柄をありのままに表現することができ
ない。ウソとコトバの魔術の違いとは？

12.ふれ合い（社会的相互行為）と伝え合いの原則とは？

（以上は予定であるから、講義の展開により、多少のズ

レ・変更がありうる。）

科目名 言語文化概論

担当者 下　川　　　浩



講義の目標

　日本を含めた諸文化を支えてきた宗教思想・哲学

思想の比較を通して、諸地域文化の成立根拠の理解

を得て、それをもとにして現代における諸文化の思

想傾向を把握する力を育てることを目的とする。

講義概要

　東洋思想と西洋思想とを比較検討する。東洋思想

としては、インドのウパニシャッド哲学、ジャイナ

教思想、仏教思想、中国の易経などの古代思想、儒

教（朱子学等の宋学も含む）、日本では神道、儒学思

想、国学思想、日本近代の哲学思想を概観する。西

洋思想としては、キリスト教思想（イスラム思想に

も触れる）、ドイツ観念論、実存思想、フランスの現

象学的思想などに触れる。

テキスト

　なし。

参考文献

　講義中に適宜指示。

評価方法

　レポートの内容により評価。

受講者への要望

　講義中の話を自分でノートが取れるように工夫し

てもらいたい。

年間授業計画

1．講義の概要説明と受講についての諸注意。
2．比較思想の歴史と方法（１）
3．比較思想の歴史と方法（２）
4．インドの思想（１）
5．インドの思想（２）
6．中国の思想（１）
7．中国の思想（２）
8．日本の思想（１）
9．日本の思想（２）

10．西洋思想（１）
11．西洋思想（２）
12．東洋思想と西洋思想の比較・検討。

科目名 比較思想概論

担当者 松　丸　壽　雄



講義の目標

　日本文化の諸様相とその特質、および問題点を 16、
7 世紀（大航海時代）のキリシタン資料の実証的研究
を通じて明らかにしたい。従ってヨーロッパ文化と

の比較研究の特徴をもつ。

講義概要

　大航海時代の日本学は、ヨーロッパ人は第三者の

視点で、当時の日本の政治状勢、経済状態、文化、

思想、宗教、生活、風俗に関して、客観的かつ具体

的に記述したものである。これを紹介しつつ、現代

と（時には古代日本にも目を向けながら）比較して

日本文化の特質を確認していきたい。ビデオテープ

（45分もの）を援用する。
テキスト

　日本史小百科『キリシタン』（東京堂出版）

参考文献

　大航海時代叢書（岩波書店）

　フロイス『日本史』全１２巻（中央公論）

　フロイス『日本史』全５巻（東洋文庫）平凡社

　『探訪　大航海時代の日本』全８巻（小学館）

評価方法

　レポート

受講者への要望

　出席を重視する

年間授業計画

1．日本の特徴と日本文化（地理的環境と日本民族）
2．日本の歴史（外来文化との接觸交流面からみた）
3．大航海時代１－イエズス会来日と日本研究に至る
まで

4．大航海時代２－イエズス会の日本研究
5．大航海時代３－その文献資料の様相
6．日本人男性の風貌と衣服について
7．日本人女性の風貌と衣服について
8．日本人の食事と飲酒の作法
9．日本の宗教（坊主、ならびにその風習、葬礼、寺
院、その宗派の信仰について）

10．（ビデオ鑑賞）－永平寺の修行
11．（ビデオ鑑賞）－比叡山千日回峰
12．日本の病気、医者、および薬について
13．日本の劇、舞踊、歌、および楽器について
14．ビデオ鑑賞－能
15．ビデオ鑑賞－狂言

16．日本語－書記言語としての往来物
17．日本語－口頭言語としての敬語法
18．国の成立（神話にみる日本誕生）
19．日本の国土
20．日本人の習慣と価値観
21．日本人の習慣と価値観
22．日本の家屋－（ビデオ鑑賞）合掌造の屋根葺かえ
23．日本人の死生観
24．日本の心の美学（ビデオ鑑賞）忠臣蔵

科目名 日本文化論

担当者 小　島　幸　枝



講義の目標

　新しい日本語学は言語学の基礎の上に構築する必

要がある。講義では言語学の初歩的知識をやさしく

説明し、それを出発点にして日本語を眺めると、音

声、文法、語彙の水準においてどのような構造・組

織・体系が見出されるかを綿密にとく。

講義概要

　新しい言語学の出発点となったソシュールの学説

を紹介し、それを発展させていったトルベッコーイ、

ヤコブソン等々の理論を解説する。「構造」の概念の

理解のために重要な音韻論の基礎知識を伝え、その

上で日本語の子音体系、母音体系を解明し、基本体

系と第二体系の差を説明する。言語（ひいては日本

語）がなぜ変化するのか、駆動力は何かを考察する。

文法論の分野では文法カテゴリーの言語学的定義を

把握し、日本語にはいかなるカテゴリーが存在し、

いかなる形態によって表現されているかを観察する。

意味論、語彙論の分野では語彙函数の理論を説明し、

日本語のコローション面に注意を払い、語彙力・文

章力の涵養に努める。

テキスト

　必要な場合プリントして配布する。

参考文献

　　トゥルベツコーイ『音韻論の原理』（長嶋 善郎
訳・岩波書店）

　『ロマーン・ヤーコブソン選集』１・２（大修館

書店）

　城田 俊『日本語の音』（ひつじ書房）
　城田 俊『日本語形態論』（ひつじ書房）
　城田 俊『言葉の縁－構造語彙論の試み』（リベル
タ出版）

評価方法

　定期試験期間中に試験を行う。

　出席および授業への参加態度を考慮する。

受講者への要望

　シラバスに記したものと実際の授業とでは多少前

後することがある。また、新たなテーマを加えるこ

とがある。授業中受講者に質問することがある。授

業への積極的参加が望まれる。

年間授業計画

1．コードとメッセージ、ラングとパロルの区別。コ
ードとメッセージの諸関係。引用、固有名詞、語釈

話法、人称代名詞。

2．通時言語学と共時言語学。通時的日本語研究と共
時的日本語研究。共時的日本語研究の優位性。共時

態から通時態へ。

3．/a/の前にある日本語の子音、子音組織の解明方法。
調音点、調音方法、無声性（清音）、有声性（濁音）、

非口蓋化性（直音）、口蓋化性（拗音）等の理解。

4．/a/の前の子音の体系の分析。音素とは弁別的特徴
の束である。ヒュームの人間の定義(a man is a
bundle of a different perceptions)との相似。

5．子音音素認定の手続き。子音音素体系。/e/の前に
ある日本語の子音。「中和」、archiphoneme（原音
素）とは何か。音素から弁別素性へ。

6．母音音素認定の手続き。母音音素体系。音声学と
音韻論。

7．基本体系と第二体系。日本語の音節体系の発展。
通時態は共時態の中にある。通時と共時の和解。構

造的要因。構造主義について。

8．形態論。文法カテゴリーの研究（１）。動詞の文
法カテゴリー。《性》（ジェンダー）。《数》（ナンバ

ー）。

9．《肯定・否定》、日本語の《否定》。
10．《人称》。《時制》。日本語の《時制》。《相対的時制》
（《順序》）と《時制》の区別。

11．《態》。日本語の《態》と《アスペクト》。《態》と
《人称》と《やり・もらい》。

12．前半まとめ。復習
13．《話法》。日本語の《話法》。《伝達話法》（《叙述話
法》と《推量話法》）。《呼び掛け話法》（《意志・勧

誘話法》と《命令話法》）。

14．《推量話法》の研究。
15．語尾形。語幹形（基本語幹形と二次語幹形）。結
合形。文形の区別、名詞の文法カテゴリー。日本語

の《ジェンダー》。助数詞。格。格助詞。副詞格と

文法格。格助詞かダの変化形か。

16．意味論・語彙論・文法論。慣用の研究。語彙函数。
構造語彙論。

17．強め－強調語。讃え－称讃語。正しさ－真正語。
18．動詞化動詞。始まり－開始語。終わり－終止語。
完了－完了語。続き－継続語。繰り返し－反復語。

19．充たし－充たし語。生み－生成語。調え－調え語。
ゼロ化－無化語。悪化－悪化語。攻撃－攻撃語。成

果－成果語。鳴き声のオノマトペ。

20．コトとコトの参加者（復習）。参加者を示す名詞。
時・場所・状況を示す名詞。

21．助数詞。集合－集合語。集団－集団語。成員－成

科目名 日本語研究概論

担当者 城　田　　　俊



員語。頭（かしら）－頭目語。

22．同義・類義－同義語・類義語。敬い－敬語。反義
－反義語。

23．反転－反転語。総括－総括語。品詞転換－品詞転
換語。

24．後半のまとめ。全体の展望。試験の概要説明。



講義の目標

　月曜と水曜は授業内容が異なるので注意してほし

い。月曜は言語表現を通しての比較文化論。水曜は

植民地論。双方の授業においてスペインとラテンア

メリカを結びつけるもの、ひきはなすものは何かを

探るよう努力したい。ビデオを用いて授業を活性化

する。

講義概要

　月曜　スペイン語の言語表現に反映するスペイン

人の国民性を考察する。ただしはじめのうちは風俗・

習慣など常識として知っておいてほしいことを解説

する。水曜　コロンブスの新大陸到着から始まり、

ラテンアメリカ諸国のスペインからの独立までスペ

インがどのようにかかわったかを説明していく。

テキスト

　月曜　野々山真輝帆著「アミーゴとつきあう法」

（晶文社）

参考文献

　世界の歴史 18 巻ラテンアメリカ文明の興亡（中央
公論社）

評価方法

　出席率とテストによる。

受講者への要望

　まったく新しく接触する文化圏なので、好奇心を

旺盛にもち、まじめに出席し、スペイン語を話す地

域についての知識を持ってほしい。

年間授業計画

月曜    1．洗礼と名前のつけ方
        2．初聖体拝領とは
        3．結婚式
        4．スペインの国旗
        5．スペインの国歌
        6．ラテンアメリカから入った植物
        7．挨拶の言葉
        8．ピロポ
        9．外見美の重要性

         10．Diosを使った表現
         11．オーバーな表現
        12．女っぽい男
水曜     1．大航海時代
         2．　　〃
         3．ネブリッハ

   4．最初の植民
   5．統治・行政の形態
   6．コンキスタドール
   7．メスティソ
   8．インディオ
   9．ムラート
  10．18世紀の植民地社会
  11．独立
  12．ラテンアメリカがスペインへ影響を及ぼした文

       学運動モデルニズモ

科目名 スペイン・ラテンアメリカ文化論

担当者 野々山　ミチコ



講義概要

　1999 年建国 50 周年を迎えた中華人民共和国は 80
年代からの改革開放政策の成功によって経済的にも

急速に発展、21 世紀の世界においてより重要な役割
を果たそうとしている。同時に 4000 年の歴史を背負
う国として独自の道を模索している。本講では建国 50
年の歴史を振り返りの、その全容を探る。

テキスト

　天児慧著『中華人民共和国史』岩波書店／小島晋

治ら『中国近現代史』岩波書店

参考文献

リストを配布。

評価方法

　期末テスト

学生への要望

　語学力を向上させるためにも歴史的理解が必要で

あり、参考文献を可能な限り多数を読むこと。

年間授業計画

　教材の順に講義を進め、可能ならば日中関係・環境問

題など個別の問題を講義する。

科目名 現代中国論

担当者 辻　康　吾



講義の目標

　日本人の思想的営為を理解することを通じて、思

想に触れることの意味と、歴史を理解することの意

味をつかむ。また、日本思想史の概略的な流れを理

解する。

講義概要

1．広く日本の思想史を概説する。
2．江戸時代の思想を儒学を中心にグループで調べ、
報告しあう。

3．伝統思想（特に江戸時代の思想）と近代の思想と
のかかわりあいを討議する。

テキスト

　配布プリント類

参考文献

　川村肇『在村知識人の儒学』（思文閣）

　子安宣邦『江戸時代思想史講義』

　守本順一郎『日本思想史』（全 3 巻、新日本出版。
新書）

　丸山眞男『日本の思想』（岩波書店。新書）

丸山眞男『日本政治思想史研究』（東大出版会）

若尾政希『「太平記読み」の時代』（平凡社）

E. H. カー『歴史とは何か』（岩波書店。新書）
その他、授業中に適宜指示します。

評価方法

　適宜課すレポートと発表による。

受講者への要望

・一方的な講義ではなく、参加者の討議を取り入れ

たいので、積極的な参加を望む。

・ E-mailが使用できること。
年間授業計画

1．講義の進め方について
2．思想史とは何か（１）思想とは何か／歴史とは何
か

3．思想史とは何か（２）思想史の対象と方法につい
て

4．日本思想史講義　『古事記』と十七条憲法にみる
古代の思想

5．日本思想史講義　仏教思想と日本の古代社会（１）
最澄の思想

6．日本思想史講義　仏教思想と日本の古代社会（２）
空海の思想

7．日本思想史講義　仏教思想と日本の中世社会（１）

親鸞の思想

8．日本思想史講義　仏教思想と日本の中世社会（２）
栄西・道元の思想

9．日本思想史講義　仏教思想と日本の中世社会（３）
日蓮の思想

10．日本思想史講義　仏教思想と日本の近世社会（１）
朱子学と陽明学

11．日本思想史講義　仏教思想と日本の近世社会（２）
日本の儒学思想史

12．日本思想史講義　西洋思想と日本の近代化
13．日本思想史講義　現代日本の思想
14．グループ学習
15．グループ学習
16．グループ学習
17．グループ学習
18．グループ学習
19．グループ発表
20．グループ発表
21．グループ発表
22．グループ発表
23．グループ発表
24．日本の伝統思想と現代（討議）

科目名 日本思想史

担当者 川　村　　　肇



講義の目標

　日本の文化とは、長い歴史を経て現在我々の目前

に表現される、様々な、有形無形の「精神のかたち」

のことをいう。芸能は具体的には「かたち」が固定

して残らない文化ではあるが、感覚や精神に直接的

に働きかけるという点では、「精神のかたち」を考え

やすいと言える。本講義は日本の芸能を通して日本

の文化を考えていく。

講義概要

　日本の芸能は大雑把に言って、民俗芸能・古典芸

能・大衆芸能に分けることができる。このうち民俗

芸能・古典芸能は長い期間姿を変えず、文化として

考えるとき対象にしやすい安定性を持っている。そ

こで民俗芸能・古典芸能に見ることができる、日本

文化の基盤的発想と表現を、次の 7 種類のテーマ及
びそれに関わる芸能を中心に、映像資料・歴史資料

を用いて分析し、論じて行く。1 神の出現と芸能、2
農耕の習俗と芸能、3 歴史の表現と芸能、4 仏教思想
と芸能、5 恋愛の表現と芸能、6 まれびとと芸能、7
遊びと芸能と日本文化

テキスト

　教室で指示する

参考文献

　教室で指示する

評価方法

　原則として各テーマ毎の小レポートと、期末のレ

ポート、課題としてフィールドワークや舞台芸能の

鑑賞を課す。

受講者への要望

　日本の文化を学び、理解しようとする意欲のない

学生は基本的に講義に参加してはいけない。3 年生か
らのゼミで日本の文化・芸能を専攻しようとするも

のは是非選択すること。

年間授業計画

1．ガイダンス、日本文化と芸能、芸能とは
2．民俗芸能と古典芸能
3．神の出現と芸能①（春日若宮御祭りの芸能）
4．神の出現と芸能②（宮廷神楽）
5．神の出現と芸能③（能の翁など）
6．農耕の習俗と芸能①（中国地方の花田植え）
7．農耕の習俗と芸能②（岩手県の田植え踊り）
8．農耕の習俗と芸能③（青森県のエンブリ）

9．歴史の表現と芸能①（平曲、講談）
10．歴史の表現と芸能②（歌舞伎）
11．歴史の表現と芸能③（出雲神楽、竹富島の芸能
など）

12．仏教思想と芸能①（四天王寺精霊会の舞楽）
13．仏教思想と芸能②（儀式と声明）
14．仏教思想と芸能③（毛越寺の延年など）
15．恋愛の表現と芸能①（浄瑠璃）
16．恋愛の表現と芸能②（歌舞伎）
17．恋愛の表現と芸能③（落語などの心中ものなど）
18．まれびとと芸能①（鹿踊り）
19．まれびとと芸能②（鬼剣舞）
20．まれびとと芸能⑤（各地の盆踊りなど）
21．遊びと芸能と日本文化①（まとめ）
22．遊びと芸能と日本文化②（まとめ）
23．遊びと芸能と日本文化③（まとめ）
24．予備日

科目名 日本文化・芸能論

担当者 飯島　一彦



講義の目標

　日本の近現代史を対象にしながら、歴史を学ぶ意

味、そして、歴史に接近する方法を考えてみたい。

過去は、現在から切り離されたものと感じられ、未

来は、不透明でかすんでいるようにみえる。こうし

た状況において、立脚する視座と方法を鍛えること

はますます重要になってきている。自明のものとお

もわれるさまざま概念を検討することで、私達の近

現代史像を練り上げて、「過去と未来の対話」を試み

たい。

講義概要

　日本近現代史とされる場合の「日本」とは何か、「近

代」とは何か。それらは、どのように論じられてき

たのか。そして、実際の歴史の道程は、どのような

筋道をたどって現在に至るのか。具体的な歴史の事

象から、現在を理解するためのテーマを設定して、

ともに考えてみたい。

テキスト

　特に定めない。

参考文献

　随時紹介する。

評価方法

　筆記試験によって評価する。適宜課すレポートも

評価の対象とする。

受講者への要望

　受動的ではなく、積極的た態度で授業に参加する

ことを期待する。

年間授業計画

1．歴史を学ぶ意味
2．歴史学と物語－方法からの問い－
3．これまで学んできた「日本史」と「近現代史」
4．「日本」とは何か－国号をめぐって－
5．国民国家論の視座－その 1－
6．国民国家論の視座－その 2－
7．明治維新と国民国家
8．国民国家の形成－メディアの形成一
9．国民国家の形成一自由民権運動－

10．国民国家の成立一国語と日本語－
11．国民国家と近代教育－「日本人」のつくりかた－
12．国民国家と軍隊
13．国民国家と戦争－日清戦争と日露戦争－
14．国民国家と戦争－日露戦争－

15．沖縄から見た明治国家
16．植民地と帝国日本
17．大正デモクラシー－その 1－
18．大正デモクラシー－その 2－
19．アジア・太平洋戦争－国民と動員－
20．アジア・太平洋戦争－証言と史料（1）－
21．アジア・太平洋戦争－証言と史料（2）－
22．アジア・太平洋戦争－沖縄戦－
23．戦争責任論の現在－インターネットから－
24．過ぎ去ろうとしない過去

科目名 日本近現代史

担当者 今　野　日出晴



講義の目標

　「日本経済論」と銘打った書物は沢山あるが、学

生諸君に推奨できるものは意外と少ない。もちろん、

良書がないというのではない。だが、それらの多く

は概して現状分析の専門書であり、難解にすぎるの

である。「日本経済論」としては、当然それでよいの

だが、どうも学生諸君には不向きのようだ。若い諸

君は未来志向が強い反面、歴史知識に乏しいためか、

現状分析の意味そのものがよく理解できないでいる

ように見うけられる。こうした観点から、本講義で

は、日本経済の歴史と現状の両者をバランスよく「総

合」することを目指したい。

講義概要

【前期】日本経済の近代化過程における資本主義的

システムの成立、およびその動揺・再建、さらに戦

時統制経済、敗戦後の経済復興へと展開した、いわ

ば歴史的側面を中心に講義する。

【後期】1950 年代半ばに発進した高度経済成長とそ
の成長システム、さらに 70 年代における高度成長の
終焉、80年代後半のバブル経済から 90年代の「失わ
れた 10 年」に言及し、日本経済の現状と問題点を論
じてみたい。

テキスト

　統計資料等のプリントを配布して授業を進める。

参考文献

　竹内宏著「昭和経済史」筑摩書房、1988年
　橋本寿朗ほか著「現代日本経済」有斐閣、1998年
評価方法

前期：①定期試験の成績で評価する、②競争原理

に基づく相対評価を原則とする、③成績評価

は 4段階（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｆ）に分け、受験者の約 25％
を不可（Ｆ）とする。

後期：前期と同じ

受講者への要望

講義中の「私語」と「飲食」は固く禁ずる。大学

の教室内はサッカー場ではない。

前期授業計画

1．日本経済の近代化と産業・貿易構造
2．日本経済の近代化と金本位制の成立
3．恐慌時代の到来、そして金本位制崩壊へ
4．井上財政から高橋財政への転換
5．高橋財政の経済学的意味

6．高橋財政下の経済発展
7．忍び寄る戦時統制経済
8．戦時統制経済の実態
9．GHQの対日占領政策と 4大経済改革

10．戦後復興を目指す生産力拡大策
11．ドッジ・ラインとシャウプ勧告
12．朝鮮特需と戦後復興からの脱皮
後期授業計画

1．高度成長時代の到来
2．高度成長の構造
3．大衆消費社会の歴史的意味
4．高度成長の精神的土台
5．高度成長の終焉と経済構造の転換
6．レーガノミックス
7．プラザ合意と対外経済構造の激変
8．バブル経済の要因と構造
9．バブル経済の崩壊と「複合不況」

10．金融システムの動揺
11．財政システムの動揺
12．迫られるＩＴ革命への構造転換

科目名 日本経済論

担当者 波　形　昭　一



講義の目標

　明治維新以降の日本政治外交史を東アジア、特に

中国、朝鮮との関連の視点から考察する。

講義概要

　1871 年の日清修好条規が締結してから 1931 年の
満州事変が勃発するまでの時期が、扱われる予定で

ある。

テキスト

　入江昭『日本の外交』く中也新香）

　池井優『日本外交史槻鋭』く慶応通信）

参考文献

　衛藤沈吉『東アジア政治史研究』東京大学出版会

　坂野正高『近代中国政治外交史』東京大学出版会

　坂野潤治『近代日本の外交と政治』研文出版

　佐藤元英『近代日本の外交と軍事』吉川弘文舘

　三谷太一郎『近代日本の戦争と政治』岩波書店

　日本近代思想大系 12『対外観』岩波書店
　古屋哲夫編『近代日本のアジア認識』京都大学人

文科学研究所

評価方法

　出席と期末試験を総合して行う。

受講者への要望

　好奇心の旺盛の学生や問題意識のある学生を歓迎

する。

年間授業計画

1．概要と方針の説明
2． 近代日本と東アジア－研究動向と問題所在
3．日本政治外交の諸要因
4．アヘン戦争と日本の反応
5．明治維新の国際契機－アジアとの関連で
6．維新期の課題一領土問増・条約改正
7．富国強兵への道程－大陸政策の模索
8．日清戦争
9．『蹇蹇録』－近代日中関係の源流

10．戊戉維新と日本
11．日英同盟と中国
12．清末改革と日本
13．日露戦争
14．満州を巡る国際関係と日本
15．辛亥革命と日本の対応（１）
16．辛亥革命と日本の対応（２）
17．第一次世界大戦と日本

18．ワシントン体制
19．満州事変
20．日中戦争
21．太平洋戦争
22．冷戦期の日本と東アジア
23．90年代の日本外交
24．日本外交の課題と展望

科目名 日本政治外交史

担当者 李　　　廷　江



講義の目標

中世に日本で誕生した能楽がそれ以後の日本の芸

能にどのように影響を与えていったのかを能の全体

像を解明しながら考察する。

また作品に登場する「中世武士」の生涯を通して、

生活習慣、年中行事など人が生きていくなかで、通

過していく人生儀礼・風習などが現代にどのように

残っているかをも考察する。

講義概要

　「半官びいき」の言葉をうみ、日本人の考え方に

影響を与えた「源義経」を主人公にした能「安宅」

が、以後の芸能、歌舞伎・映画にどのように取り入

れられているかをビデオ鑑賞しながら作品研究し、

能における表現方法を現役の能楽師が実技をふまえ

ながら探っていく。

テキスト

　関連資料のプリントを配布

参考文献

　資料プリントを配布

評価方法

・前期（自分の住んでいる近くの能の史跡の現地

取材

・後期（能・歌舞伎・映画での義経像を考察）

・能楽堂での鑑賞（期日自由選択）

以上三点のレポートによる。

受講者への要望

　学問的解釈にとどまらないために、実際に能楽堂

での鑑賞を体験してもらう。

年間授業計画

1．「安宅（勧進帳）」事件の背景
2．源義経の生涯と時代背景Ⅰ
3． 同上　　Ⅱ

4．義経の生涯と能との関連
5．能楽（能と狂言）の概説
6．能について　　そのⅠ

　　　　　能のながれ

7．能について　　そのⅡ
　　　　　能楽師と狂言師

8．能について　　そのⅢ
　　　　　能舞台について

9．能について　　そのⅣ
　　　　　能の現行曲、史跡と現地取材との関連

10．映画「虎の尾を踏む男達」黒澤明監督ビデオ鑑賞
11．歌舞伎「勧進帳」作品研究とビデオ鑑賞
12． 同上

13．能「安宅」の作品研究とビデオ鑑賞
14． 同上

15． 同上

16．能の演技について
17． 同上

18．「安宅」・「勧進帳」の比較
19． 同上

20．能の作品構成・夢幻能と現在能
21． 同上

22．現代の能
23．前衛演劇と能
24．まとめ

科目名 日本研究特殊講義 A
（能楽における中世武士の諸像）

担当者 瀬　尾　菊　次



講義の目標

　我々の母語である日本語の中に潜む規則を自ら発

見し、それを自ら整理する力を養う「自ら掘り当て

る文法」を目標とする。

講義概要

　日本語が実際に使われる際に現れるさまざまな言

語事実をつぶさに観察することによって、その底流

に流れる規則性に気づき、体系づけていく。

  基本的にテキストに沿って進んでいくが、他に「日
本語教育能力検定試験」の文法問題を用いる。

テキスト

　『ワークブック日本文法』おうふう他、プリント

等。

参考文献

　井口厚夫・井口裕子「日本語文法整理読本」バベ

ル・プレス

　吉川武時「日本語文法入門」アルク

　益岡隆志・田窪行則「基礎日本語文法」くろしお

出版

　小池清治「現代日本語文法入門」ちくま学芸文庫

評価方法

　前期および後期試験期間中に一回ずつ試験を行う。

出席や授業への参加度など平常点も加味する。

受講者への要望

　何よりもコトバが好きであること。興味を持って

積極的に授業に参加することを望む。

年間授業計画

1．ガイダンス
2．導入―あいまいな表現
3．格
4．受動文と使役文
5．受動文と使役文
6．自動詞と他動詞
7．自動詞と他動詞
8．連体修飾
9．連用修飾

10．テンス・アスペクト
11．テンス・アスペクト
12．授受・移動の表現
13．授受・移動の表現
14．ハとガ
15．ハとガ

16．スコープと焦点
17．スコープと焦点
18．とりたて
19．とりたて
20．モダリティ
21．モダリティ
22．語順
23．語順
24．文の構造

科目名 日本語文法論

担当者 高　松　正　毅



講義の目標

　日本語音声を中心として、調音音声学の基礎的な

知識、音響音声学・音韻論の紹介的な内容を学ぶ。

調音音声学については、日本語教育等で必要最低限

程度の知識を習得することを目標とする。体系的な

知識と実際の音声の調音・聴取が結びつくこと。音

響音声学・音韻論については、これらの分野の紹介

的な内容を聞いて理解する程度。

講義概要

　前期は、調音音声学の基礎的な知識を学ぶ。日本

語教師用のテキストを用い、日本語の調音について

一通りのことをカバーする。実際に音声を発音し聞

くことも行う。

後期の前半は、音響音声学についての講義を行う。

音声の生成のしくみ、分析方法についての概要を述

べた後、母音と子音の音響的特徴を見ていく。

後期の後半は、音韻論についての講義を行う。音素・

素性という概念を学んだ後、日本語についてのいく

つかの話題に触れる。

テキスト

　猪塚元、猪塚恵美子「日本語の音声入門」バベル・

プレス

参考文献

　レイ・Ｄ・ケント、チャールズ・リード「音声の

音響分析」海文堂

　窪薗晴夫「日本語の音声」岩波書店

　小泉保「音声学入門」大学書林

　城田俊「日本語の音：音声学と音韻論」（テキスト

版）ひつじ書房

評価方法

　筆記試験。

　聞き取りテスト、または聞き取り・分析の宿題（検

討中）。

受講者への要望

　本から学ぶだけでなく、実際に自分で発音するこ

とによって基礎的な知識を身に付けて欲しい。フリ

ーソフトによる音声分析等も試みられれば、なお可。

年間授業計画

1．イントロダクション
2．Ⅰ．調音音声学
　調音、気流メカニズム

3．子音と母音、lPA

4．音声と音韻、音素
5．五十音図とその発音
6．特殊音素
7．環境による音声変化
8．音節、拍
9．アクセント

10．プロミネンス、イントネーション
11．前期のまとめ
12．（予備）
13．Ⅱ．音響音声学
　音響音声学の研究

14．音声生成の音響理論
15．音声の音響分析、現代の分析技術
16．母音の音響特性
17．子音の音響特性
18．文脈や話者が及ぼす音響効果、音声合成
（時間数が不足する場合は割愛）

19．Ⅲ．音韻論
20．音素
21．音声素性
22．連濁
23．日本語の特質とモーラ
24．音節とアクセント

科目名 日本語音声学

担当者 小　松　雅　彦



講義の目標

　日本語は、まだ日本民族が文字をもたなかった文

献以前の時代から現代まで、日本列島に行われてき

た言語である。海洋の島国という地理的条件から、

古来日本人には外来文化を消化・吸収する能力が培

われてきた。このことは、日本語の歴史においてど

のような面に成果があらわれ、どのように日本語を

生成発展させてきただろうか。今年度も語彙をとり

あげ、その史的変遷を辿ることを目的とする。

講義概要

　講述にあたっては、時代を日本の政治区分に従い、

上代・中古・中世・近世・近代・現代に分けて、主

として古辞書、各種文献資料によって、各時代ごと

の語彙の特徴を知り、その変遷の要因を考察する。

テキスト

　沖森卓也編『日本語史』（おうふう）

参考文献

　・亀井孝他編『日本語の歴史』１～７　（平凡社）

　・永山勇『国語史概説』（風間書房）

　・国語学会編『国語の歴史』（改訂版）（刀江書院）

　・「講座解釈と文法」１～７（明治書院）

　・山田孝雄『国語の中に於ける漢語の研究』（宝文

館）

　・土井忠生編『日本語の歴史』（至文堂）　その他

評価方法

　前期・後期にレポート各１本

受講者への要望

　日本史の基礎知識をもっていること。および国語

学を履修した上で受講することがのぞましい。

年間授業計画

1．奈良時代までの日本語
2．平安時代の日本語
3．鎌倉時代の日本語
4．～5．室町時代の日本語
6．～7．江戸時代の日本語
8．～9．明治以降の日本語

10．文字史
11．～12．音韻史
13．文法史
14．待遇表現史
15．～16．語彙史
17．～19．文章文体史

20．言語生活史
21．位相語の歴史
22．言語変化とその要因
23．～25．予備

科目名 日本語史

担当者 小　島　幸　枝



講義の目標

　二言語間（日本語と他の言語―基本的には英語）

の様相を体系的に比較対照することによって、次の

ことについて理解を深める。　１）それぞれの言語

についての体系的知識　２）言語の背景にある発想

法　３）第二言語としての日本語習得への干渉　４）

日本語教育への応用

講義概要

　対照言語学の目標は二つの言語の共時的な比較対

照を行い、そこでの結果をいかに日本語教育に応用

するかを考えて行くことと捉える。その一方で二言

語の体系的な知識を得るという目的も達成するよう

に指導していく。日本語を学ぶ場合、学習者の母語

と日本語の相違がどのような影響を与えるかについ

ては、比較対照することによってかなりのことが予

測できることが分かっている。また、日本語の誤用

の原因もその相違によって説明できることが多い。

誤用の資料を検討・分析し、次に検討した事柄につ

いていろいろな角度から比較対照を試みる。

テキスト

　無し。但しテーマごとにプリントの配布があり、

それが最終的にはテキストとなる。

参考文献

　安藤貞雄『英語の論理・日本語の論理』大修館書

店

　森田良行『日本語の視点』創拓社

　水谷信子『日英比較話し言葉の文法』くろしお出

版

　国広哲弥編『日英語比較講座　１―４巻』大修館

書店

　吉川千鶴子『日英比較動詞の文法』くろしお出版

　　　　　　『講座日本語学』外国語との対照 10、11、
12　くろしお出版

評価方法

　１）中間・期末テスト　30％＋30％　２）レポー
トの発表と提出　30％　３）出席　10％　　欠席６
回以上は認めない。

受講者への要望

　テキストはなく毎回の配布プリントがテキストに

なる。従って、きちんと出席しないと授業について

いけなくなることに注意。レポート発表は全員する。

どのテーマで発表するか早くから考えをまとめてお

くこと。すくなくとも日本語学概論・日本語学は履

修していることが望ましい。

年間授業計画

前　期

1．オリエンテーション　語順（説明）
2．語順　無生物主語の構文（説明）　所有格（説明）
3．無生物主語の構文　所有格　人称代婦詞・指示代
名詞（説明）

4．人称代名詞・指示代名詞　Of ＋ 名詞　（説明）
5．Of ＋ 名詞　形容詞・副詞　（説明）
6．比較級・最上級　形容詞・副詞　自動詞文・他動
詞文（説明）

7．自動詞文・他動詞文　否定（説明）
8．否定　受動態（説明）
9．受動態　連体修飾（説明）

10．連体修飾
11．連体修飾　仮定法（説明）　話法　（説明）
12．仮定法　時制・接続詞
備考

後　期

・課題発表―各人が自分の課題を決めて発表

・各テーマについての誤用分析

・対照・誤用分析に基づいた日本語の導入と説明及

び練習問題の作成

・日本語のテキストでの扱いかたを調べる

備考

科目名 対照言語学

担当者 中　西　家栄子



講義の目標

　言語理論及び言語学習理論の理解を深めた上で、

日本語教育に当たって必要とされる日本語の知識と

具体的な日本語の教授法を習得する。

講義概要

　言語学習・習得理論、それに基づくさまざまな外

国語教授法を紹介したのち、日本語教育に関し、教

材開発、教案の書き方、教室活動のマネージメント、

４技能のレベル別指導方法、評価方法、テストの作

り方等、具体的に例を見せながら指導する。特に、

言語教育には言語伝達能力の育成が重要であること

を強調したい。学生には言語運用能力の教育を重視

した教案・教材を作成させ、グループワークを通じ

て言語教育の方法を理解且つ習得させる。文法・語

彙指導は特に強調する点で、日本語の文型を言語機

能として捉え、それをどのように学習者に紹介・導

入するか、導入した後、それをどのような練習を通

して習得させるか等、段階的に様々な活動を積み上

げていき、最終的には発話場面や文脈に沿った言語

運用ができるように指導する方法について学習する。

テキスト

　中西家栄子・茅野直子『実践日本語教授法』バベ

ル出版

　プリントのハンドアウト

参考文献

　・D. スタインバーグ『言語心理学』　研究社
　・ A. C. Omaggio "Teaching Language in Context"
　・名柄迪・茅野直子・中西家栄子『外国語教育理

論の史的発展と日本語教育』アルク出版

　・『にほんごのきそ　Ⅰ、Ⅱ―教師用指導書』財団

法人海外技術研修協会

　・ビビアン・クック　米山朝二訳『第２言語の学

習と教授』研究社

評価方法

　１）中間・期末テスト　30％＋30％　２）課題提
出 20％　３）出席　20％
受講者への要望

　本クラスを取るまえに日本語教育概論又は日本語

学概論を履修していること。また、日本語文法論・

音声学等も履修していることが望ましい。実践的な

内容の科目なので、出席を非常に重視する。従って

６回以上の欠席は認めない。3年次に履修してほしい。

年間授業計画

前　期

1．オリエンテーション
2．コースデザインの概要・ニーズ分析とシラバス・
学習者の要因

3．言語教育の基礎理論・第一言語習得・第二言語習
得の違い

4．教材――１。教科書の分析・教材　初級・中級の
文型と語彙　２。その他の専門教材

5．同上
6．教室活動と授業分析・教案の書き方
7．同上
8．音声の指導法（Video）と教材の作成　同上
9．聴解の教材作成と指導　１。初級　２。中級　３。
上級　同上

10．文字表記の指導と教材　１。平仮名・片仮名の導
入　２。漢字圏・非漢字圏の学習者の指導

11．同上
12．同上
備考

後　期

1．読解力の養成―精読・スキャニングと教材作成　１。
初級　２。中級　３。上級

2．同上
3．文法の指導と教材―意味と文型の導入　１。ドリ
ルから応用へ　２。絵教材・その他の教材の作成と

検討

4．同上
5．同上
6．会話指導と教材（上級のディベート教材の作成）
7．同上
8．Video教材の紹介とその使用方法
9．同上

10．作文の指導法と評価の方法
11．同上
12．評価とテストの作成法
備考

科目名 日本語教授法Ⅰ

担当者 中　西　家栄子



講義の目標

　外国語としての日本語を教える方法を考え学ぶ。

講義概要

　日本語教育機関での実習を行うための完全に演習

的な授業。従って、毎回学生による模擬授業が行わ

れ、その授業観察を通じて、各人が授業内容、進め

方、等について具体的に検討しあう。教案作成、様々

な副教材の作成も科せられる。なお、前期完結科目

（週一回の講義）行う。

テキスト

　なし。

参考文献

　『しんにほんごのきそⅠ』・『しんにほんごのきそ

Ⅰ・教師用書』（スリーエーネットワーク）中級につ

いては未定。

評価方法

　教案提出・模擬授業・教材発表①模擬授業（2 回）
②教材の提出③模擬授業の反省と自己分析④出席

受講者への要望

①クラス活動への参加が重要なので、欠席は極力避

けること。②与えられた課題をきちんと果すこと。

年間授業計画

1．オリエンテーション
2．教材の研究・検討
3．教案の書き方とオブザベーション
4．模擬授業グループ別
5．同上
6．同上
7．同上
8．同上
9．同上

10．同上
11．同上
12．同上

科目名 日本語教授法Ⅱ

担当者 各 担 当 教 員



講義の目標

　他者理解の可能性と成立根拠を究明すべく、日本

の思想のみならず、理解対象である相手の文化的基

盤としての思想を広く理解できる幅広く柔軟な受容

能力を高めることを目的とする。

講義概要

　日本の現代諸思想、東洋の諸思想そして西洋の現

代諸思想の理解と比較を通じて、諸文化の基礎であ

る思想的および宗教的基盤を理解する。これを基に

して、我々の置かれている現代の危機的諸状況を的

確に把握し、人類の選択すべき方向を考察する手が

かりを得る。また、コミュニケーション理論や認知

科学に多大の影響を与えているコンストラクティヴ

ィズムなどを批判的に取り組み、他者理解の場所の

可能性を探る。

テキスト

　なし。

参考文献

　講義中に適宜指示。

評価方法

　レポートの内容により評価。

受講者への要望

　講義中の話を自分でノートが取れるように工夫し

てもらいたい。

年間授業計画

1．講義の概要説明と受講についての諸注意。
2．日本の近代思想（明治期）
3．日本の近代思想（明治・大正期）
4．現代日本思想（１）西田哲学
5．現代日本思想（２）京都学派
6．現代日本思想（３）その他
7．中国の思想と宗教（１）儒教
8．中国の思想と宗教（２）宋学
9．中国の思想と宗教（３）道教と現代

10．インドの思想と宗教（１）ジャイナ教と唯物論
11．インドの思想と宗教（２）仏教と現代インド
12．インドの思想と宗教（３）ヒンドゥーと現代
13．現代西洋思想（１）ドイツの実存思想
14．現代西洋思想（２）ドイツの実存思想（続き）
15．現代西洋思想（３）ドイツの現代思想
16．現代西洋思想（４）ドイツの現代思想（続き）
17．現代西洋思想（５）フランスの実存思想

18．現代西洋思想（６）フランスの現象学
19．現代西洋思想（７）フランスの現象学（続き）
20．現代西洋思想（８）フランスの精神科学
21．現代思想（１）科学の立場
22．現代思想（２）科学と哲学
23．現代思想（３）科学と宗教
24．現代思想（４）科学と倫理

科目名 現  代  思  想

担当者 松　丸　壽　雄



講義の目標

　自然言語は日常生活で話したり書いたりする言葉

のことで、コンピュータ用の人工言語と区別するた

めに「自然」言語といっている。「処理」は自然言語

をコンピュータで扱うための操作で、コンピュータ

が自然言語を理解したり生成したりするためのもの

である。本講義は、コンピュータを利用した自然言

語の処理に関する方法、そして応用実態について解

説し、演習を通じて自然言語処理のノウハウを身に

付くことを目標とする。

講義概要

　本講義は、自然言語処理の基礎技術について解説

する。ここでは、自然言語の形態素・構文解析、意

味解析、辞書やシソーラスについての基礎から説明

を行い、さまざまな知識を自然言語処理に応用する

ことについて概説する。コンピュータを利用して資

料やソフトの収集、言語データを用いて演習も同時

に行う。さらに、自然言語処理の応用技術を解説し、

いくつの応用例を紹介する。特に、校正支援システ

ムや要約システム、機械翻訳システム、情報検索、

自然言語理解システムなどの基本技術・基本アーキ

テクチャを説明する。そして、実際のシステムを評

価し、問題点を検討しながら、これから解決すべき

課題を明らかにする。

テキスト

　最初の講議で指示する。

参考文献

　１）「自然言語処理」長尾真編　岩波書店　１９９

６

（２）"Foundations of Statistical Natural Language
Processing" C. D. Manning, H. Schutze, MIT
Press,1999
（３）"Foundations of Computational Linguistics
(man-machine communication in natural language"
R. Hausser, Springer-Verlag, 1999
（４）「言葉と言語処理」古郡廷治著　昭晃堂　１９

９７

（５）「自然言語処理」石崎俊著　昭晃堂　１９９７

（６）"Statistical Language Learning" E. Charniak,
MIT Press, 1993
評価方法

　提出するレポートと筆記試験の結果を併せて評価

する。

受講者への要望

　受け身で聞いているだけでなく、積極的に質問を

して欲しい。

年間授業計画

1．言葉とコンピュータ　人工言語、自然言語、自然
言語処理の諸方面

2．自然言語処理の問題点　各種の曖昧性
3．言語処理の知識源（１）　電子辞書、シソーラス
の構造と情報抽出

4．言語処理の知識源（２）　コーパス、言語データ
ベースの種類と使い方

5．オンライン言語資源の使用　インターネットから
言語資源の使用方法

6．形態素解析（１）　形態素解析の方法
7．解体素解析（２）　品詞のタグ付け日本語と英語
の形態素解析実験

8．単語処理　単語の同定、誤綴の検出と訂正、単語
の統計処理、Zipfの法則

9．言語の統計処理（１）　コーパスからさまざまな
知識の抽出技術

10．言語の統計処理（２）　希薄的データ問題とその
解決方法

11．構文解析（１）　文の構造，構文木、文法規則、
構文解析について

12．構文解析（２）　日本語・英語構文解析の実験
13．意味解析（１）　意味構造、意味解析に用いる知
識

14．意味解析（２）　意味解析の諸手法
15．語彙的曖昧性　語彙的曖昧性の解消、訳語選択
16．構文的曖昧性の解消　前置詞句の係り先、等位構
造、複雑名詞句構造の解析

17．文書処理（１）　文章の校正支援
18．文章処理（２）　文章の要約自動生成システムの
構成、使用及び評価

19．機械翻訳（１）　機械翻訳システムの使用と評価
20．機械翻訳（２）　機械翻訳の処理方式、機械翻訳
システムの種類

21．文脈解析　談話構造、照応問題の解決
22．情報検索（１）　情報検索における言語処理技術
23．情報検索（２）　索引語の選定、語の頻度情報の
利用、情報の抽出と要約

24．まとめ　統合的な自然言語処理、自然言語処理の
未来への展望

科目名 自然言語処理

担当者 呉　　　浩　東



講義の目標

　本講義には 3 種類の基本目標がある。第 1 の目標
は、日本社会に根強い欧米文化崇拝意識を異文化間

の平等意識に変革することである。第 2 は、欧米文
化移入・模倣の一方向コミュニケーションの態度を

異文化間の平等意識にもとづく双方向コミュニケー

ションの態度に転換することである。そして第 3 の
目標は、上の２目標を達成するために不可欠な条件

として、日本社会・文化に対する理解を深め、諸問

題を英語で表現する能力を養成し、健全な異文化間

コミュニケーション能力の基礎を築くことである。

講義概要

本講義の総合的内容は、文化の概念、コミュニケ

ーションの概念、文化とコミュニケーションの相関

関係、そして日本社会における研究・教育上の現状

と今後の課題である。具体的には、「文化とは」、「文

化の差異」、「コミュニケーションとは」、「ことばと

コミュニケーション」、「ことばをこえたコミュニケ

ーション」、「異文化と人間関係」、「異文化と社会関

係」、「異文化理解とコミュニケーション技能」、そし

て「異文化コミュニケーション教育の課題と展望」

である。

テキスト

　石井敏他『異文化コミュニケーション・キーワー

ド』有斐閣

参考文献

　・石井敏他『異文化コミュニケーション』有斐閣

・石井敏他『異文化コミュニケーション・ハンド

ブック』有斐閣

・石井敏他『異文化コミュニケーションの理論』

有斐閣

評価方法

　多数の受講者が予想されるため、期末試験の成績

による。

受講者への要望

　受講者は英語でノートをとることが多いため、授

業計画に従って予習をし、必要な辞書や参考書を持

参すること。万一欠席をする場合には、友人の協力

を得て、欠けた部分の補充を早目にすること。

年間授業計画

1．一般的導入と受講上の注意。文化、世界観、価値
観（教科書２～７頁）。

2．文化相対論、サブカルチャー・共文化、時間、空
間（教科書８～１７頁）。

3．宗教、人間観、儀礼、倫理観、（教科書１８～２
５頁）。

4．法意識、イエ、生死観、個人主義と集団主義（教
科書２６～３３頁）。

5．達成と生得、偏見、自民族優越主義、ステレオタ
イプ（教科書３４～４１頁）。

6．タブー、コミュニケーション、コード、意味づけ
（教科書４２～５１頁）。

7．フィードバック、知覚、認知、感情移入、自己概
念（教科書５２～５９頁）。

8．コンテキスト、コミュニケーション・レベル、コ
ミュニケーション・パターン、言語と文化（教科書

６０～６９頁）。

9．言語と思考、言語相対説、言語メッセージ、レト
リック（教科書７０～７７頁）。

10．メタファー、スモール・トーク、ユーモア、敬語
（教科書７８～８５頁）。

11．婉曲表現、非言語メッセージ、身振り言語、近接
学（教科書８６～９５頁）。

12．周辺言語、間、沈黙、ハラ（腹）（教科書９６～
１０３頁）。

13．以心伝心、Ｐタイム・Ｍタイム、ガイジン（外人）、
カルチャー・ショック（教科書１０４～１１３頁）。

14．縁、和、家族形態、公と私（教科書１１４～１２
１頁）。

15．タテ（縦）とヨコ（横）、ウチ（内）とソト（外）、
世間体、仲介者（教科書１２２～１２９頁）。

16．贈答、礼儀、ホンネ（本音）とタテマエ（建前）、
義理と人情（教科書１３０～１３７頁）。

17．なじみ、甘え、補完と対称、派閥（教科書１３８
～１４７頁）。

18．イノベーション、労使関係、交渉、稟議と根回し
（教科書１４８～１５５頁）。

19．意思決定、葛藤、異文化経営、現地主義（教科書
１５６～１６３頁）。

20．非関税障壁、国際報道、プロパガンダ、コマーシ
ャル（教科書１６４～１７１頁）。

21．リーダーシップ、マイノリティ、国籍、国際結婚
（教科書１７２～１７９頁）。

22．外国人就労者、難民政策、異文化理解教育、コミ
ュニケーション能力（教科書１８０～１８９頁）。

23．外国語教育、日本語教育、外国人教員、通訳・翻
訳（教科書１９０～１９７頁）。

24．海外子女教育、帰国子女教育、海外留学、外国人

科目名 異文化間コミュニケーション論

担当者 石　井　　　敏



留学生（教科書２００～２０７頁）。



講義の目標

　カウンセリング全般について、その理論と技法に

ついて学習する。

　また、カウンセリングの関連領域であるパーソナ

リテイ、人間関係、発達心理等について学習する。

講義概要

　前半では、ますカウンセリングの定義、歴史、そ

れぞれの理論の特徴と具体的技法について学ぶ。特

に傾聴のカウンセリングにおける重要性を理解する。

　後半では、パーソナリティ理論、人間関係と性格

との関連、乳幼児期から老年期までの発達的諸問題

について理解する。

テキスト

　「新版カウンセリングと心理テスト」林潔他著、

ブレーン出版

評価方法

　出欠席、レポート提出により評価する。

受講者への要望

　出欠席を重視するので、授業に休まないことを要

望する。

年間授業計画

1．カウンセリングとは何か（定義・目的）
2．カウンセラーの役割と資格
3．カウンセラーの世界（相談機関）
4．クライエント中心カウンセリング（1）
5．クライエント中心カウンセリング（2）
6．精神分析的カウンセリング
7．認知行動カウンセリング
8．傾聴の理論
9．傾聴の実習

10．ロールプレー実習（1）
11．ロールプレー実習（2）
12．教育、産業、医療とカウンセリング
13．パーソナリティの定義
14．パーソナリティの類型論と特性論
15．パーソナリティの形成と変容
16．文化とパーソナリティ
17．発達とパーソナリティ
18．葛藤の理論
19．欲求不満（フラストレーション）
20．防衛機制
21．ストレス・マネージメント

22．グループ・ワーク（1）
23．グループ・ワーク（2）
24．人間理解とカウンセリング

科目名 カウンセリング論

担当者 瀧　本　孝　雄



講義の目標

　言語情報解析を目的とする。

講義概要

　Web 上やその他のメディアで入手できる言語デー
タをパソコンを用いて処理し、言語学研究に役立て

るようにする。言語データは日本語を基本とする。

なおこの講義はセメスター制により後期完結週二日

の授業形態である。

テキスト

　上田博人『パソコンによる外国語研究(2)文字デー
タの処理』くろしお出版

評価方法

　レポート及び授業への貢献度

受講者への要望

　パソコンはあくまでツールとして使う。それ自体

が目的ではない。

言語（特に日本語）および言語学の興味を持つ学生

に受講してもらいたい。

年間授業計画

1．イントロダクション
2．OSの基礎（ログイン、メール）
3．エディタ
4．ブラウザ
5．データの収集 1
6．データの収集 2
7．データの検索 1
8．データの検索 2
9．応用研究 1

10．応用研究 2
11．データの加工 1
12．データの加工 2
13．正規表現 1
14．正規表現 2
15．応用研究 3
16．応用研究 4
17．文法情報（タグ付け）
18．形態素解析-茶筅等で-
19．応用研究 5
20．応用研究 6
21．コンコーダンス
22．応用研究 7（外国人用日本語辞書）
23．応用研究 8（外国人用日本語辞書）

24．（予備）
科目名 情報・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究特殊講義 A

（コーパス言語学入門）

担当者 井　口　厚　夫



講義の目標

　本講義では、コンピュータの基本操作をマスター

した外国語学部の学生を対象に、人間の言葉をコン

ピュータによる処理するために入門的な知識を習得

することを目的とする。そのために、実際にプログ

ラミングを行い、ソフトウェアの使用と開発の技能

を身に付けることを目標とする。

講義概要

　前期は、初めにコンピュータのハードウェアとソ

フトウェアを概説する。続いて、ソフトウェア開発

の手順について講義し、プログラミング言語のひと

つである Visual Basic を用いてプログラミングの方
法を解説しながら、実習を行う。

　後期は、プログラミングの方法を概説した後、自

然言語処理の基本となる技術を中心に講義と実習を

行う。まず、単語の諸統計、誤綴の検出と訂正など

に関する簡単なプログラムを紹介する。その後に、

機械翻訳について解説し、機械翻訳ソフトウェアを

使用して実習しながら自然言語処理の入門知識を学

習する。

テキスト

　（１）最初の講義で指示する。

　（２）随時必要な資料をファイルで配布する。

参考文献

　必要に応じて、著書、ホームページ、ソフトウェ

アなどを紹介する。

評価方法

　前・後期各一度のテストと、3 ～ 4 回程度のレポ
ートの提出および出席を加味して評価する。

受講者への要望

　「コンピュータ入門」を既修か、または、それと

同等程度のものを対象とします。人数が多い場合は、

抽選を行う。

年間授業計画

1．授業のガイダンスとコンピュータ構成の概説
　　 コンピュータの構成要素と動作原理、コンピュー
タの種類、特徴、性能

2．プログラミング言語とオペレーディングシステム
　　 コンピュータと機械語、オペレーディングシステ
ム、WindowsとGUI

3．ソフトウェア開発手順
　　 プログラム開発の手順、システム開発の手順

4．Visual Basic プログラミング（１）：Visual
Basic(VB)とは

　　 画面構成、起動と終了、ウィンドウの構成と基本
的な操作方法

5．Visual Basicプログラミング（２）：VBを体験し
てみる

　　 コントロールの配置、プロパティの設定、画面の
デザイン

6．Visual Basic プログラミング（３）：何を作って
みよう

　　 プログラムのコーディング、実行、保存および呼
び出す

7．Visual Basic プログラミング（４）：コントロー
ルについて

　　 コントロールの種類、プロパティ値の設定
8．Visual Basic プログラミング（５）：画面のデザ
イン

　　 コントロールをデザインするコツ、プロパティの
値の取得と演算、メソッド

9．Visual Basic プログラミング（６）：データ型と
演算子

　　 データ型、変数と定数の宣言、演算子
10．Visual Basic プログラミング（７）：ジェネラル
プロシージャの活用

　　 Subプロシージャと Functionプロシージャ
11．Visual Basic プログラミング（８）：選択のある
プログラム

　　 選択ステートメント、コンテロールの扱い方
12．Visual Basic プログラミング（９）：繰り返しの
あるプログラム

　　 各種繰り返し構造
13．Visual Basic プログラミング（１０）：プログラ
ム

　　 フォームの設定、ラベル、オブジェクト、メソッ
ド、プログラムの新規作成

14．Visual Basic プログラミング（１１）：グラフィ
ックス

　　 グラフィックスを作る。
15．Visual Basic プログラミング（１２）：ファイル
操作

　　 キーポートからの操作、ファイルの保存と読み込
み、実行ファイルの作成

16．Visual Basic プログラミング（１３）：プログラ
ム（２）

　　 配列を用いた実用プログラム例
17．Visual Basic プログラミング（１４）：プログラ

科目名 情報・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究特殊講義 A
（プログラミング論・自然言語処理入門）

担当者 呉　　　浩　東



ムのデバッグ

　　 プログラムのデバッグと実行ファイルの生成
18．自然言語処理（計算言語学）入門
　　 人工言語、自然言語、自然言語処理における課題
19．単語処理
　　 単語の同定、誤綴の検出と訂正
20．言語処理の知識源
　　 電子辞書、シソーラス、コーパス、言語データベ
ース

21．機械翻訳（１）
　　 形態素解析
22．機械翻訳（２）
　　 構文木、文法規則、構文解析
23．機械翻訳（３）
　　 文と単語の意味解析
24．機械翻訳（４）
　　 機械翻訳システムの使用と評価



講義の目標

　本講義では、初めにコンピュータの歴史を、ハー

ドウェアおよびソフトウェアの両面から概観し、続

いてコンピュータに情報処理をさせるとはどのよう

なことかを理解するために、単純なコンピュータを

シミュレートするソフトを使って、コンピュータの

構造、動作の仕組みおよびコンピュータ内部におけ

る情報の表現等、コンピュータの原理およびプログ

ラミングとは何かを学習する。

　コンピュータの原理が理解できたところで、高級

言語によるプログラミングを通じて、コンピュータ

による問題解決の方法やそのアルゴリズムを学習す

る。

講義概要

　前期は、初めにコンピュータの歴史を、ハードウ

ェアおよびソフトウェアの両面から簡単に概観する。

続いて、CASL シミュレータを利用して、仮想のコ
ンピュータ COMET とそのアセンブラ言語 CASL の
プログラミングを通して、ノイマン型コンピュータ

の構造と動作や制御の仕組み、およびコンピュータ

内部における情報の表現、さらに基本的なプログラ

ムの仕組み等コンピュータの原理を学ぶ。

　後期は、一般的なプログラミング言語の 1 つであ
るコンパイラ言語の C++によるプログラミングを通
して基本的な情報処理のアルゴリズムをおよび問題

解決の技法を学習する。

テキスト

　随時必要な資料をファイルで配布する。

参考文献

　「CASL Programming」ITEC（情報処理技術者教
育センター）、1994
Jamsa 著、春木・佐藤共訳「C++超入門」アス
キー出版局、1994

評価方法

　前期の定期試験と 3 回程度のレポートおよび出席
による。

　後期の定期試験と 3 回程度のレポートおよび出席
による。

受講者への要望

　MS-Windows、MS-Word、および MS-Excel の取
り扱いを十分に理解していること。

　また、欠席をしないこと。

前期授業計画

1．コンピュータの歴史（１）：ハードウェア
　　 ノイマン型電子計算機、電子計算機の世代論と記
憶素子

2．コンピュータの歴史（２）：ソフトウェア
　　 プログラミング言語，オペレーティングシステム．

3．ノイマン型コンピュータの構成
　　 中央処理装置，制御装置，演算装置，記憶装置，
入力装置，出力装置，補助記憶装置．

4．COMETの処理装置（１）
　　 語構成とビット構成，アドレスとアドレッシング，
命令語，制御方式，プログラムカウンタ（PC），レ
ジスタ（GR，FR，XR）

5．情報の表現（１）：数値の内部表現
　　 整数と 2の補数表記，16進表現

6．CASLプログラミング（１）
　　 CASL の命令：疑似命令，マクロ命令，機械語命
令，プログラムの形式：ラベル，命令コード，オペ

ランド，注釈

7．CASLプログラミング（２）
　　 CASL の命令：ロード命令とストア命令，加算命
令と減算命令，定数定義と領域の確保

8．CASL一シミュレータとその実行
　　 実習（１）：プログラムの入力，編集，アセンブル，

1 命令毎の実行，プログラムのディスクへの記憶，
ディスクからの呼出し

9．CASLプログラミング（３）：乗除算処理
　　 シフト演算，比較演算命令および分岐命令と FR
10．CASLプログラミング（４）：繰り返し処理
　　 XRの効用
11．情報の表現（２）：文字の内部表現
　　 入出力命令と ASCIIコード，JISコード
12．CASLプログラミング（５）
　　 実習（２）：練習問題
後期授業計画

  1．アセンブラとコンパイラ：プログラムの翻訳，連
係編集，実行

　　 実習（３）：C＋＋例題とコンパイラの操作
2．C＋＋言語とは

　　 C＋＋言語の基本事項：文，ブロック，コメント
3．C＋十プログラミング（１）：演算と演算子

　　 情報の表現（３）：実数
4．C＋＋プログラミング（２）：判断・分岐

　　 関係式，関係演算子，論理演算子
5．C＋＋プログラミング（３）：繰り返し

　　 配列と文字列データ

科目名 情報．コミュニケーション研究特殊講義Ａ
（コンピュータ・プログラミング論）

担当者 高　柳　敏　子



6．C＋＋プログラミング（４）：関数
　　 関数にデータの値を渡す（call by value）
　　 関数にデータの番地を渡す（call by reference）

7．C＋＋プログラミング（５）
　　 実習（４）：練習問題

8．アルゴリズムとプログラミングの応用（１）
　　 数値計算と例題

9．アルゴリズムとプログラミングの応用（２）
　　 データ構造と整列
 10．アルゴリズムとプログラミングの応用（３）
　　 データ構造と探索
 11．アルゴリズムとプログラミングの応用（４）
　　 ファイル処理の例題
 12．アルゴリズムとプログラミングの応用（５）
　　 実習（５）：応用問題



講義の目標

　この講義では、コンピュータ入門、情報科学各論

をさらにすすめ、レポートの作成、卒業論文作成な

どの際に、次のようなソフトウェアを活用し、プロ

グラムが作成できるようにすることを目的とする。

①卒業論文はワープロや表計算、その他のソフトを

統合して利用する。②必要な資料やデータは、イン

ターネットや外部データベースなどを使って見つけ

出す。③E-Mail を使って、情報交換、資料のやり取
りをする。④有用な情報を自らホームページで発信

する。⑤マルチメディアを活用する。⑥卒業発表な

どの発表を、プレゼンテーションツールを使って効

果的に行なう。

講義概要

　この講義では、コンピュータ入門、情報科学各論

をさらにすすめた講義および実習を通して、上記の

目標を達成するために、メールソフト・ Web ブラウ
ザ・ワープロソフト・表計算ソフト・画像作成ソフ

ト、プレゼンテーションソフトの使用方法をはじめ

として、現在のコンピュータの持つマルチメディア

機能やインターネットの理解も含め、プログラミン

グ全般のテーマを扱う。また、JavaScript などの
HTML を拡張するスクリプト言語についても講義お
よび実習を行う。作成したものはすべてネットワー

ク上にあるエリアに保存し、さらにサーバへの移行

を行う。

テキスト

　立田ルミ“コンピュータとネットワークによる情

報活用”朝倉書店

参考文献

  立田ルミ“教育システム情報とVisual Basic”朝倉
  書店

　画像関連の書籍については、授業時に指定する。

評価方法

　前期：リポート　：　60％
　ネットワーク上に提出

　定期試験　：　40％
　後期：リポート　：　60％
　ネットワーク上に提出

　定期試験　：　40％
受講者への要望

　この講義は演習を伴うので、人数に制限があるこ

とに留意されたい。人数が多い場合は、抽選を行う。

コンピュータ入門、情報科学各論既習またはWindows
に関する基礎知識のあることを前提として講義を行

うので注意されたい。

前期授業計画

1．イントロダクション：講義と実習
　　ガイダンス、基礎の復習、メールの設定

2．コンピュータとネットワークの仕組み：講義
　　ハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク構成

3．電子メールの活用：講義と実習
　　複数メールの処理、添付ファイル、メールの整理

4．ホームページの活用：講義と実習
　　ブックマーク、画像の保存、ダウンロード

5．Wordの活用：講義と実習
　　図の挿入とウイザード、数式の利用、HTML形式

6．Excelの活用－1：講義と実習
　　表計算の基本、作表、表の計算

7．Excelの活用－2：講義と実習
　　いろいろな関数の利用とＶＢプログラム

8．Excelの活用－3：講義と実習
　　様々なグラフの利用、HTML形式

9．Excelの活用－4：講義と実習
　　シミュレーションのプログラム作成

10．Wordと Excelの活用：講義と実習
　　ネット上のデータをダウンロード、加工

11．Accessの活用－1：講義と実習
　　データベース作成

12．Accessの活用－2：講義と実習
　　データ抽出のプログラム作成

後期授業計画

1．マルチメディアの活用 1：講義と実習
　　画像の作成と編集

2．マルチメディアの活用 2：講義と実習
　　画像と取り込みと圧縮

3．マルチメディアの活用 3：講義と実習
　　音声の取り込みと編集

4．マルチメディアの活用 4：講義
　　動画の処理と実際

5．PowerPointの活用 1：講義と実習
　　プレゼンテーションの作成

6．PowerPointの活用 2：講義と実習
　　オブジェクトの作成

7．PowerPointの活用 3：講義と実習
　　アニメーション効果、ハイパーリンク

8．PowerPointの活用 4：講義と実習
　　グラフ、画像の利用、HTML形式

科目名 情報・コミュニケーション研究特殊講義 A
（コンピュータ・プログラミング論）

担当者 立　田　ル　ミ



9．ホームページ作成 1：講義と実習
　　画像のあるホームページ作成

10．ホームページ作成 2：講義と実習
　　音声のでるホームページ作成

11．ホームページ作成 3：講義と実習
　　動きのあるホームページ作成

12．ホームページ統合－実習
　　すでに作成したホームページを統合する



講義の目標

　異文化を背景にした人間や異なる地域・思考の人

間が２１世紀に向かって互いに理解しあい、意思の

疎通が出来る必要がある。そのためには人間行動に

かかわる問題を明確に示す課題を置き、それらのテ

ーマにそって人間そのものを解明していく事は必要

不可欠な問題である。行動として表れるその時々の

現象のメカニズムや、その根幹を成している人間箇

としての身体運動の原理を学び、体力のことや高度

な技術の可能性と限界といった人間の諸問題を様々

な方面から有機的に結びつけるよう意図した科目。

講義概要

　コミュニケーションの多様性を、能力の発達段階

である幼児の時期から、その発達段階に現れる様々

なコミュニケーションの現状とその問題点を、就学

前と就学後の時期の現状の課題を研究。また人間行

動としてのスポーツの中に見られる競技運営に見ら

れるコミュニケーションについて、異文化間のコミ

ュニケーションに言語が重要なように、健常者と障

害を持つ人とのコミュニケーションに必要な要件に

ついての課題を考える。その時々の人間行動に関わ

る問題をテーマとし、オムニバス方式に複数の講師

によって実施される。

テキスト

　その都度講師より紹介される。

参考文献

　その都度講師より紹介される。

評価方法

　講師担当毎に評価。担当５名の総合による。

年間授業計画

1．ガイダンス…青柳・鳥谷部・安井
 2～5　鳥谷部志乃恵

2．＜コミュニケーション能力の発達＞
誕生時から一歳前後までに見られるコミュニケー

ション能力（立つ、歩く、ものと関わる、ことば

を使い始める）

3．二歳から四歳前後までの発達に見られるコミュ ニ
ケーション能力（親子､兄弟姉妹など身近な人々と

の関わりを通じて育まれる基本的信頼感、友だち

への興味と遊びを通じての仲間意識の獲得）

4．四歳から五歳前後に見られる発達に見られるコミ
ュニケーション能力（引っ込み思案から自発的活

動への準備、イメージの拡張と認識の世界の広が

り、想像力が飛躍的にのびる、物語作りの基礎と

なる思考の働き、「今」「ここ」を超える力として

の読み書き能力の獲得

5．発達研究の現状と課題  乳児の認知研究、認知の
発達研究、表現の発達研究、人間関係の発達研究

の現状発達ということの裏と表、共同性（個と他

者の対話）の問題、能力と活動と意味のつながり

の問題、発達ともう一つの時間（希望）の問題

6～9　安井一郎
6．学校教育におけるコミュニケーションとその課題
１　（授業におけるコミュニケーションの過程）

7．学校教育におけるコミュニケーションとその課題
２　不登校

8．学校教育におけるコミュニケーションとその課題
３　いじめ

9．学校教育におけるコミュニケーションとその課題
４　学級崩壊

10～13　梶野克之
10．スポーツの場面におけるコミュニケーションにつ

いて考察

競技運営上に必要とされるコミュニケーションを

プレイヤー、指導者それぞれの立場から考える

11．スポーツ実践を組織活動と捉えた場合その組織が
有機的に作用するのに有効な方法とコミュニケーシ

ョンと関連性について考察

12．運動種目別に捉えた競技実施上で必要とされるコ
ミュニケーションに差異があるのか、その差異につ

いて考察

13．特定の競技種目（ラグビー）に焦点をあて、組織
運営上また、競技実施上で有効とされるコミュニケ

ーションについて、競技者、指導者の立場から考察

14～17　松原裕
14．サッカーにみるコミュニケーション１）サッカー
部族とは何か、部族の起源、様々な顔、掟、なわば

り、タブー、罰、戦略、戦術、部族の集会、中心儀

式、儀式のクライマックス、勝利の祝い

15．サッカーにみるコミュニケーション２）サッカー
部族の英雄、英雄の背景、人格、英雄の動機つけ、

アウェイ・ゲーム症、ゲームズマンシップ、英雄の

技能、迷信、英雄の果敢な行為、勝利のディスプレ

イ、英雄の敗北、英雄の社会生活

16．サッカーにみるコミュニケーション３）サッカー
部族の装飾、ボール、服装、色彩、紋章、トロフィ

ー、部族の長老、部族の随行者、随行者の階層、随

行者の装飾品、随行者のディスプレイ、随行者の暴

科目名 情報・コミュニケーション研究特殊講義 A
(人間行動論)

担当者 青　柳　多恵子



力、部族の災難、英雄崇拝、部族のマスコット、部

族の露出狂

17．サッカーにみるコミュニケーション４）サッカー
部族の言語、部族の歌

18～23　青柳多恵子
18．共時性と自己性について＜人と人のコミュニケー
ションを考える＞

19．東洋思想に見られるコミュニケーション＜他者や
宇宙と目に見えない形でコミュニケーションしてい

る＞

20．人間関係の相互の「理解」と｢誤解｣＜個人の成長
にとってのコミュニケーション＞

21．言語と人間関係＜記号と人間、活動と人間＞
22．人間行動に見られるコミュニケーションと習慣
23．孤独な現代人とコミュニケーション＜機械との交
信と生活＞



講義の目標

　ラテンアメリカ・カリブ海地域に関する入門の授

業である。高校レベルの基礎的知識およびプラスア

ルファの現代的問題に接近する授業である。ラテン

アメリカの特質を知ってもらいたい。一部、米国の

ラティーノについて基礎的問題を考えたい。

講義概要

　最初の三分の一で、基礎的知識の整理を行う。昨

年度はビデオを見たが今年はビデオとともに教科書

（高校レベル）を併用する。次に、ラテンアメリカ

を特徴づける民族問題について論じていく。最後の

三分の一では、現代ラテンアメリカの諸問題を社会、

政治、文化、宗教などをトピック的に扱う。人数に

もよるが、英語、スペイン語、日本語で書かれた小

論を学生に発表させたい。また、適宜、ラテンアメ

リカに関する新聞記事を紹介してもらうつもりであ

る。

テキスト

　高橋均『ラテンアメリカの歴史』世界史ブックレ

ット 26　山川出版
適宜、プリントを配る

参考文献

　「獨協大学生のためのスペイン語・ラテンアメリ

カ研究入門」

http://www2.dokkyo.ac.jp/’spla/review/index-1.html
内の推薦文献を参照のこと

評価方法

　小テストおよび平常点、期末レポートを総合的に

判断する

受講者への要望

　積極的発言を望む

年間授業計画

1．授業内容の紹介
2．ラテンアメリカの地理的範囲
3．ラテンアメリカの民族／インディオとメスティー
ソ

4．ラテンアメリカの民族／黒人とクレオール
5．Reconquistaと Conquista
6．植民地時代
7．十九世紀
8．現代ラテンアメリカ
9．基礎知識に関する小テスト

10．米ラテンアメリカ関係史(1)米西戦争、パナマ独立
まで

11．米ラテンアメリカ関係史(2)キューバ革命
12．米ラテンアメリカ関係史(3)チリ革命
13．米ラテンアメリカ関係史(4)中米紛争
14．米ラテンアメリカ関係史 (5)サパテイスタと

NAFTA
15．褐色の聖母「グアダルーペの聖母」（スペイン語
文献を読む）

16．上記の続き
17．ラテンアメリカの政治の特色「権威主義体制」（日
本語論文を読む）

18．占領されたメキシコ／米墨戦争から NAFTA まで
（スペイン語文献を読む）

19．上記のつづき
20．アルゼンチン（日本語論文を読む）
21．ブラジル（日本語論文を読む）
22．米国のラティーノ（英語論文を読む）
23．ラテンアメリカ・ウオッチ
24．ラテンアメリカ・ウオッチ

科目名 地域文化論ｉ（ラテンアメリカ）

担当者 佐　藤　勘　治

http://www2.dokkyo.ac.jp/’spla/review/index-1.html


講義の目標

　スペインとはいかなる国か？他のヨーロッパしゃ

かいとの違いは？月曜は歴史的面から考察。水曜は

現代社会の諸問題をとりあげる。毎回ビデオを用い、

講義を活性化する。

講義概要

　月曜　スペイン人の国民性にふれ、その背景にあ

る歴史を考える。またとくにアンダルシアをとりあ

げ、スペインのアイデンティティとされる闘牛、フ

ラメンコにもふれる。水曜　フランコの死後、民主

化したスペインの社会問題をとりあげる。

テキスト

　野々山真輝帆著「すがおのスペイン文化史」（東洋

書店）

参考文献

　斉藤孝編「スペイン・ポルトガル現代史」（山川出

版社）

　野々山真輝帆「スペイン辛口案内」（晶文社）

評価方法

出席率とテストによる

受講者への要望

　日本と比較して考えてほしい。またスペイン語の

履修者はこのコースによってスペイン文化の理解を

深めてほしい。

年間授業計画

1．月曜　スペイン人の国民性と歴史的背景
2．　〃　　　　　　　　〃
3．　〃　　　　　　　　〃
4．　〃　　　　　　　　〃
5．　〃　　　　　　　　〃
6．　〃　アンダルシアとナショナリズム
7．　〃　フラメンコ
8．　〃　闘牛
9．　〃　パンプロナの牛追い祭

10．　〃　聖母マリア崇拝
11．　〃　スペインの騎士道的カトリック
12．　〃　パティオ
13．　水曜　フランコ時代の男女交際
14．　〃　ファン・カルロス国王
15．　〃　中絶
16．　〃　性差別と教育
17．　〃　女性の社会進出

18．　〃　ホモセクシュアル
19．水曜　初等中等教育の問題点
20．　〃　歴史教育
21．　〃　外国人移民
22．　〃　若者の価値観
23．　〃　　　〃
24．食文化

科目名 地域文化論ⅱ（スペイン）

担当者 野々山　ミチコ



講義概要

　約百年にわたる動乱と革命、そして過去 20 年の急
速な近代化。中国は大きく変容しつつも、また 4000
年の歴史を背負っている。“変る中国・変らぬ中国”

の二面性をその文化の中から探る。

テキスト

　中国語原書『中国文化要略』（コピーを配布）

参考文献

リスト配布。

評価方法

　期末テスト

学生への要望

　予習を重視する。複数の辞書・参考書を利用のこ

と。

年間授業計画

　進捗度に合わせ教材の順で進める。

科目名 地域文化論ⅲ（中国）

担当者 辻　康　吾



講義の目標

　歴史・民族・宗教（ユダヤ教・キリスト教・イス

ラーム）をキーワードとしてオスマン帝国の成立（13
世紀末－）から第一次世界大戦を経て現在に至るま

での中東諸国の複雑な変遷を講述する。

受講生各自の自作の中東諸国地図必携。

講義概要

　中東の地理的範囲は時代によって広狭の差がある。

東はアフガニスタンもしくはイラン、西は大西洋に

面した北アフリカのモロッコもしくはモーリタニア、

北はトルコの黒海沿岸、南はウガンダと国境を接し

ているスーダン南部、緯度でいえば北は北緯 42°我
が国の函館あたり、南は北緯 3°の赤道直下。中東諸
国はアラブ諸国（22 箇国）と非アラブ諸国（4 箇国）
から成っている。同地は宗教と政治は種々のレヴェ

ルで緊張関係にある。殆どの国境は歴史的正当性を

持たず、その領域は不透明、これが中東地域研究の

出発点である。

テキスト

・立山良司編『中東』（第 2 版）自由国民社、1998
年。

・ 臼杵陽著『中東和平への道』（世界史リブレット

52）  山川出版社、1999年。
・ 高橋和夫著『アラブとイスラエル－パレスチナ問

題の構図－』（講談社現代新書 1085）講談社、2000
年。

参考文献

・ 『イミダス』（2001年版）集英社。
・『現代用語の基礎知識』（2001年版）自由国民社。
・ 中岡三益著『アメリカと中東－冷戦期の中東国際

政治史－』中東調査会、1998年。
・ 木村靖二著『二つの世界大戦』（世界史リブレット

47）山川出版社、1999年。
・ 牟田口義郎著『アラビアのロレンスを求めて－ア

ラブ・イスラエル紛争前夜を行く－』（中公新書

1499）  中央公論新社、1999年。
・その都度紹介する。

評価方法

・出席点と学年末のリポートもしくは筆記試験によ

る。

受講者への要望

・国際ニュースの把握に努めてほしい。

・少人数の場合はゼミナール形式で行なう。

・講義資料は出席者にのみ配布する。

・必要に応じてビデオ教材使用。

年間授業計画

1．中東との出会い
2．中東概観、中東地域概念
3．中東の民族と宗教(1)
4．中東の民族と宗教(2)
5．中東の民族と宗教(3)
6．日本の中東外交史
7．イスラーム原理主義
8．近代中東とアラブ民族主義
9．オスマン帝国の興亡

10．トルコの内外情勢
11．ペルシア湾岸諸国
12．イラン(1) －近代イランの成立－
13．イラン(2) －イラン・イラク戦争－
14．パレスティナ問題(1) － ツォオニズムの展開
15．パレスティナ問題(2) － 英委任統治の開始
16．パレスティナ問題(3) － イスラエル建国とパレス
ティナ民族主義

17．パレスティナ問題(4) － 中東戦争
18．パレスティナ問題(5) － パレスティナ暫定自治と
今後の課題

19．国家・民族・アイデンティティ
20．中東の石油と経済
21．ポスト冷戦期の中東と世界
22．日本の中東政策

科目名 地域文化論 iv（中東）

担当者 高　橋　正　男



講義の目標

　ラテンアメリカはアジア、アフリカとともに発展

途上地域に加えられ、政治経済社会の諸側面におい

て様々な低開発の問題を抱えている。この地域は１

９世紀前半に独立期を迎えたが、それに先立つ３世

紀余りの長期にわたって植民地支配を受け、その間

に形成された政治経済社会構造の遺制が、今日この

地域の発展を阻害する重大な要因の一つになってい

る。本講義ではラテンアメリカの政治経済と社会に

ついて、まずその歴史的変遷過程を辿り、同地域を

めぐる国際関係を考察し、さらに現在同地域が抱え

る主要な政治経済社会問題について考える。

講義概要

　ラテンアメリカの政治経済社会的低開発性とその

特質をアジア・アフリカとの比較において理解し、

次いでラテンアメリカ地域の自然・住民・文化を概

観する。さらに同地域の政治経済社会の歴史的変遷

過程を辿り、まず植民地前の先住民社会について説

明する。それを踏まえて植民地期における植民地政

策の特質とその下での政治経済社会の変容過程をお

さえ、さらに独立後の国家建設、経済開発の実施過

程を考察する。そして現在同地域が抱えている主要

な政治経済社会問題を分析し、その根源を探る。次

いでラテンアメリカをめぐる国際関係を分析し、日

本と同地域との歴史的関係を辿りながら今後の両者

の関係のあり方について考える。授業は講義形成、

ディスカッション、ビデオ放映、スライド映写など

の方法を使って進めていく。

テキスト

　国本伊代・中川文雄編著『ラテンアメリカ研究へ

の招待』新評論 1998年
参考文献

　・国本伊代著『概説ラテンアメリカ史』新評論 1992
年

・水野一編『日本とラテンアメリカの関係』上智大

学イベロアメリカ研究所 1990年
・今井圭子著『アルゼンチン鉄道史研究－鉄道と農

牧産品輸出経済』アジア経済研究所 1985年
・今井圭子・堀坂浩太郎・斎藤淳『民主化と経済発

展－ラテンアメリカ ABC 三国の経験』上智大学国際
関係研究所 1997年
・グスタボ・アンドラーデ／堀坂浩太郎編『変動す

るラテンアメリカ社会』彩流社 1999 年・国本伊代編
『ラテンアメリカ 新しい社会と女性』新評論 2000
年

評価方法

　授業中に何回かリアクション・ペーパーを提出し

てもらう。

学期末に筆記試験、以上を合わせて評価する。

受講者への要望

　授業では多岐にわたる内容をわかり易く講義する

ことをめざすので、受講者は授業に出席し、不明な

点、納得できない点はどしどし質問すること。

年間授業計画

1．序　ラテンアメリカの概観－ラテンアメリカとア
ジア、アフリカとの比較の視点について要約した後、

ラテンアメリカの自然、住民、文化、宗教について

概観する。

2．序　（つづき）
3．第１章  ラテンアメリカ経済史  第１節  時期区
分  世界経済史と対比しながら、ラテンアメリカ経
済史の時期区分について述べる。

4．第２節  植民地以前の時期（～15世紀末）コロン
ブス一行到来前の先住民社会について概観し、アス

テカ、マヤ、チブチャ、インカの各先住民社会、文

明について考察する。

5．第３節  植民地期（15 世紀末～19 世紀初め）ラ
テンアメリカの植民地化の過程、植民地政策、植民

地支配の下での先住民社会の変容について説明する。

6．第３節　（つづき）
7．第４節  独立期（19 世紀初め～19 世紀半ば）独
立運動高揚の国際的および国内的要因をおさえ、独

立運動の思想、担い手、独立闘争の進展過程につい

て説明する。

8．第４節　（つづき）
9．第５節  第一次産品輸出経済確立期（19世紀半ば
～1929 年）独立後の国家建設と経済開発をめぐる
政策について解説し、第一次産品輸出経済が確立さ

れていく過程を辿る。

10．第５節　（つづき）
11．第６節  工業化から地域協力に至る時期（1929
年～現在）1929 年大不況がラテンアメリカの政治
経済に与えた影響について考察し、ラテンアメリカ

諸国の対応策を論じ、第２次世界大戦後の工業化に

言及する。

12．第６節　（つづき）
13．第２章  ラテンアメリカ政治経済社会の現状と問
題点  ラテンアメリカ諸国が抱える主要な政治経済

科目名 地域経済論ｉ
（ラテンアメリカ）

担当者 今　井　圭　子



社会問題を経済成長と所得分配、雇用問題、貧困、

経済構造、金融問題、経済開発と政治体制、環境問

題、ジェンダー（女性問題）、人種と社会階層、対

外関係などにまとめて解説し、その対策について考

える。

14．第２章　（つづき）
15．第２章　（つづき）
16．第２章　（つづき）
17．第３章  ラテンアメリカの開発をめぐる諸理論
ラテンアメリカの開発をめぐる主要な理論（プレビ

ッシュ理論、従属論、構造学派、レギュラシオン学

派、新経済自由主義など）をとりあげて説明し、コ

メントを加え、その有効性について論じる。

18．第３章　（つづき）
19．第３章　（つづき）
20．第４章  日本とラテンアメリカの関係  日本とラ
テンアメリカの関係を、移民、貿易、投資、援助、

外交関係に分けて解説し、今後のあり方について考

える。

21．第４章　（つづき）
22．第４章　（つづき）
23．第４章　（つづき）
24．まとめ



講義の目標

　世界の国は、それぞれ固有の自然条件、歴史、種

族構成、文化を持つ。したがって、各国の経済活動

もそれぞれの固有性を反映し、多様な形態を示す。

しかし、このような多様な形態を持つ経済活動も、

深く観察すれば、その根本には各国に共通する普遍

的な論理が働いているこが確認できる場合が多い。

この講義では、日本経済との結びつきが強く、また、

この 2－30 年の間に自由貿易主義と多文化主義社会
化の政策を急速に進めてきたオーストラリアを取り

上げ、この国がかかる政策変更を採用するに至った

要因を分析する。

講義概要

　近年、オーストラリアは極めて大胆な政策転換を

行った。現在、同国は、アジア太平洋経済協力会議

（APEC）の結成を主唱し、自国およびこの地域の貿
易･投資の自由化に熱心な国として、また、アジアの

難民、移民、留学生を多数受け入れ多様な文化の維

持、発展に努める国として知られる。しかし、同国

は、かつては、名だたる保護貿易主義国家であり、

有色人種の移民を排除する国であった。オーストラ

リアがこのような政策変換を進めた理由は何か。新

政策はどのような変化をこの国に及ぼしているのか。

この講義では、上記のような問題を様々な切り口（自

然条件、歴史的条件、文化、政治･社会体制、経済条

件など）から解明する。

テキスト

　竹田いさみ、森健（共編）「オーストラリア入門」、

東京大学出版会、1998 年。および、これを補完する
プリント（特に前期）。

参考文献

　・ジェフリー・ブレイニー著、加藤めぐみ・鎌田

真弓訳、「オーストラリア歴史物語」、明石書店、2000
年。

　・関根政美著、「多文化主義社会の到来」、朝日新

聞社、2000年。
　・竹田いさみ著、「物語オーストラリア」、中公新

書、中央公論新社、2000年
評価方法

　前期：定期試験

　後期：定期試験

受講者への要望

　他の国の経験を知ることで、社会現象を多面的に、

相対的に見る眼が養われること（複眼的思考）を期

待しています。

前期授業計画

1．ビデオを使ったイントロダクション
2．講義内容の総括的な説明
3．歴史（1）：囚人労働とステープル産業としての羊
毛産業

4．歴史（2）：流刑制度をめぐる問題
5．歴史（3）：ゴールド・ラッシュとその影響
6．歴史（4）：仲間主義、平等主義、綱領なき社会主
義

7．歴史（5）：1860年代から 1880年代にかけての長
期高度成長

8．歴史（6）：1890年代の恐慌と連邦結成
9．歴史（7）：保護貿易主義と中央集権的賃金決定制
度

10．歴史（8）：経済ナショナリズムの形成
11．文化（1）：エトス、アイデンティティ、アボリジ
ニ

12．文化（2）：ヒーロー、文学テーマ
後期授業計画

1．社会（1）：多文化社会化
2．社会（2）：多文化社会化の悩み（1）
3．社会（3）：多文化社会化の悩み（2）
4．社会（4）：労働、社会制度
5．政治（1）：政治構造と制度；80 年代以前の基本
政策

6．政治（2）：80年代以降の政策変更
7．外交・安全保障（1）：冷戦時代
8．外交・安全保障（2）：冷戦末期以降
9．経済構造の特色：輸入代替工業化とオランダ病

10．経済政策
11．貿易と投資
12．日豪経済関係

科目名 地域経済論 ii（アジア）

担当者 森　　　　　健



講義の目標

　今日の世界経済において、東アジアの重みがます

ます増している。なかでも、中国の動向は、21 世紀
の世界経済の新たな秩序の形成を左右する最大のフ

ァクターの 1 つである。中国の WTO 加盟は、短期
的には、国有企業の倒産、失業の増加など、否定的

な影響を国内に及ぼすであろうが、長期的には産業

構造の高度化、競争力の強化、市場開放の拡大など

によって改革・開放が加速化され、ひいては経済成

長を促進するものと思われる。この授業では、東ア

ジア全体に目を配りつつ、中国経済を中心に考察す

る。日本もまた東アジアにあって、この地域の諸国

と相互に密接な連関をもっている。本科目の履修を

通じて、この地域のあり方に関心を向けてもらいた

いと思う。

講義概要

　下記のテキストを用い、東アジアの中での中国経

済の歴史、発展可能性などを学ぶ。中国において 1970
年代末から始まった改革・開放を中心に講義を進め

て行きたい。

　必要に応じて新たなテーマについて議論する。

テキスト

　渡辺利夫、加藤弘之、白砂堤津耶、文大宇『図説

［第 2版］中国経済』日本評論社、1999年
参考文献

　渡辺利夫、小島朋之、杜進、高原明生『毛沢東、

鄧小平そして江沢民』東洋経済新報社、2000年
評価方法

前期：筆記試験を行う。

後期：筆記試験を行う。

受講者への要望

　中国の経済システムは通常の資本主義国とは異な

るところがあるので、中国経済の状況を実態にそく

して理解するためには、テキスト及び参考文献を事

前に読んで授業に出席してほしい。

前期授業計画

1．中国及び中国人
2．改革・開放以前における中国の計画経済
3．改革・開放以降における中国経済の発展
4．人口動態（1）―人口移動のコントロール
5．人口動態（2）―人口流動化に伴う都市問題
6．農業発展（1）―農業部門における生産性の向上

7．農業発展（2）―人民公社の解体
8．郷鎮企業（1）―社隊企業との違い
9．郷鎮企業（2）―農村工業化

10．工業発展（1）―重工業育成政策
11．工業発展（2）―非国有企業の発展
12．中国のWTO加盟と東アジアの経済協力
後期授業計画

1．エネルギーと交通・運輸―インフラストラクチュ
ア部門のボトルネック

2．財政と金融（1）―国家財政の構造
3．財政と金融（2）―金融改革
4．地域発展（1）―不均衡成長理論
5．地域発展（2）―西部大開発戦略
6．貧困と環境―絶対的貧困層の減少と環境破壊
7．貿易と直接投資（1）―輸出・輸入構造の変化
8．貿易と直接投資（2）―直接投資の構造
9．華南経済圏（1）―台湾

10．華南経済圏（2）―香港
11．華南経済圏（3）―中国の広東省とマカオ
12．21世紀における中国経済の行方

科目名 地域経済論 iii（中国）

担当者 全　　　載　旭



講義の目標

　文化や民族はそれぞれ独自の社会関係のあり方、

それについての認識の仕方をもっている。ここでは

私の研究対象であるカリブ海社会と私自身の担う日

本社会とを軸に他の社会も取り上げ、比較を通しつ

つ各社会の特徴を理解しようとする。

講義概要

　カリブ海域社会、日本社会、及びその他の社会に

ついて、家族、血縁、地域社会、階層といった関係

や集団の種々相を取り上げ、比較考察し、それぞれ

の特徴を考えていけるように講義をし、また、文献

を読んでもらえるようにしていきたい。

テキスト

　なし。

参考文献

　随時紹介する

評価方法

　登録者の数による。少数ならレポート、多数なら

試験、両方やる場合もある。

受講者への要望

　カリブ海域社会について、歴史その他ある程度の

知識をもっていることが望ましい。

科目名 比較社会論

担当者 井　上　兼　行



講義の目標

　本講義は、日本の森林と対比しながら熱帯雨林の

生態や開発態様を参考にして、人間と風土との関わ

りを明らかにしていく。

講義概要

　熱帯雨林を取り上げ、熱帯林が存在するアジア、

アフリカ、中南米など個々の地域を取り上げながら、

熱帯林の生態と開発問題を検討し、地域的、地球的

視点から、環境、文化、経済に及ぼす影響を地理的

視点から考察する。また、熱帯林の保全のために、

どのようなオプションが有効なのかを検討し、環境

ＮＧＯなどのこれまでに果たしてきた役割について

考察する。

テキスト

　未定

参考文献

　・クリス．C．パーク著『熱帯雨林の社会経済学』
1994、農林統計協会
T．C．ホイットモア著『熱帯雨林総論』1993、築地
書舘

四手井綱英・吉良竜夫監修『熱帯雨林を考える』1992、
NHKブックス
評価方法

　定期試験等による。

受講者への要望

　継続的に受講すること。

年間授業計画

1 本講義を受講するにあたっての心構えと、講義方
法・講義内容についてのオリエンテーション。

2．一次生産者としての森林の重要性。
3．世界の森林・日本の森林－温量指数と乾燥指数。
4．熱帯林地域の自然環境の特質。
5．熱帯林の森林としての構造－熱帯雨林と季節林。
6．マングローブ林の生態。
7．熱帯林の動植物と食物連鎖－生物学的多様性。
8．熱帯雨林の土壌。
9．熱帯雨林の生態と環境保全機能。

10．熱帯林の開発の過程と破壊の核心地域。
11．様々な開発形態と開発速度。
12．薪炭材の生産と伝統的な焼畑耕作。
13．人口爆発と集落再編計画。
14．商業的木材生産による森林破壊。

15．プランテーション経営と牧畜業。
16．ダム・道路建設、鉱産資源開発などの大規模開発
による森林破壊。

17．熱帯雨林破壊による環境保全機能の低下。
18．熱帯雨林破壊による気候変化と地球の温暖化。
19．熱帯雨林破壊の経済・環境・文化の損失。
20．熱帯雨林における「森林の民」の苦境と森林文化
の崩壊。

21．熱帯林破壊をくい止める可能な解決策。
22．持続可能な森林利用－エコツーリズムの試み－。
23．森林の民から学ぶべきこと－ＮＧＯの架け橋。
24．まとめ―再考：人間と自然のかかわり。

科目名 地域研究特殊講義Ａ
（森林地域における風土と生活）

担当者 犬　井　　　正



講義の目標

　私の研究対象であり、実地調査も行っているカリ

ブ海域社会について概括的な知識を得ると同時にそ

の特質を知る。

講義概要

　カリブ海域は他に類を見ない独特の歴史をもって

おり、その基礎の上に社会・文化が築かれている。

そこでまず歴史をある程度時間をかけて明らかにす

る。そのあと複雑な民族構成、民族間の関係を述べ、

さらにカリブ海域の特徴とされるクレオル語を中心

とした、複雑な言語及び言語構成についても言及す

る。その間、できる限り脈絡に沿ったビデオを見て

もらったり、簡単な外国文献を読んでもらったりす

ることを考えている。

テキスト

　なし

参考文献

　随時紹介する。

評価方法

　登録者の数にもよる。少数ならレポート、多数な

ら試験、両方やる場合もある。

科目名 地域研究特殊講義Ａ
（カリブ海域の民俗と文化）

担当者 井  上  兼  行



講義の目標

　英語圏のエスニック・ヒストリー

英国を中心に、その他英領西インド諸島や南アフリ

カにおける人種関係史を学び、これまで見えてこな

かった英国社会の特質を解明する。

講義概要

　1 回から 12 回までの講義は下記テキストを使用し
て行う。13 回以後はテキストはありません。尚、17
－19 回の三回分は講義形式ではなくビデオの合評会
形式で行う。

テキスト

　『英国ユダヤ人』佐藤唯行（1995年講談社選書
   1500円）
評価方法

　評価は前後期各 1 回の筆記試験とビデオの感想文
（枚数不問）によって決定する。課題ビデオの選定

は受講者の顔ぶれをみて決める。尚、出席をとるか

とらないかも受講者の人数をみて決めたい。

年間授業計画

1．（儀式殺人告発の神話）キリスト教ヨーロッパ世
界最古の儀式殺人告発である 1144 年のノーリッジ
で発生した「聖ウイリアムの殉教」を検証し、中世

英国ユダヤ人史を研究する意味を確認する。

2．（中世英国のユダヤ人社会）ノルマン征服後、英
国に成立したユダヤ人社会の特質を同時代の大陸と

の比較の中で明らかにする。当時の反ユダヤ主義的

筆致の絵画史料も解説する。

3．（ユダヤ人と非ユダヤ人の関係史）中世英国の主
要な社会集団である諸侯・騎士、教会、都市とユダ

ヤ人との個別の関係を探る。

4．（ユダヤ人金融の潜在的機能）中世英国ユダヤ人
の最大の経済活動である金融業が英国封建王政の基

盤を切り崩す機能を果してきた事を史料的に解明し、

1290 年に行なわれたユダヤ人追放の歴史的意義を
探る。

5．（英国ユダヤ人史の中間時代）1290 年の全面的ユ
ダヤ人追放から1656年に再入国が許される迄の366
年間、法的に入国を許されていなかったはずのユダ

ヤ人の足跡を追い、「隠れユダヤ教徒」という特異

な存在の姿を解明する。

6．（千年王国思想とユダヤ人再入国）ピューリタン
内部のセクト、独立派、第五王国派の中心的思想で

あった千年王国思想がクロムウエル政権下の 1656
年に「ユダヤ人再入国」を実現する上で果した役割

を検証する。

7．（17世紀英国のユダヤ人社会）17 世紀後半から始
まる経済史上の所謂「商業革命」の展開過程の中で、

ユダヤ人商業資本が英国の外国貿易全体の中で如何

なる位置を占めたのか、また彼等の法的地位の国際

比較も行なう。

8．（18 世紀英国のユダヤ人社会）上層、中流上層の
ユダヤ人の間で 18 世紀後半に顕著に進展した英国
人地主貴族社会への同化現象を検討し、当時のヨー

ロッパで比類の無い開放性を示した近代英国地主貴

族社会の特質を解明。

9．（19 世紀英国のユダヤ人社会）ドイツ系ユダヤ人
移民の大量流入によって 18世紀末から 19世紀初め
にかけて首都ロンドンで深刻化した貧民問題の打開

をめざした移民独自の主体的とりくみについて明ら

かにする。

10．（世紀転換期のユダヤ人社会）1880 年代から始ま
る推定 30 万人もの貧しい東欧系ユダヤ人移民の英
国流入という未曾有の危機の中で発生した移民排斥

論、反ユダヤ暴動のメカニズムを解明。

11．（20 世紀前半のユダヤ人社会）両大戦間期の英国
で反ユダヤ主義を標傍した黒シャツ団などの英国フ

ァシスト勢力との緊張関係、ナチス政権下からの亡

命ユダヤ人の受け入れ政策（特にキンダー・トラン

スポート）を解明。

12．（現代英国のユダヤ人社会）ヨーロッパで三番目
に大きなユダヤ人社会に成長した現代英国ユダヤ人

社会が抱える今日的諸問題について検討する。

13．（奴隷貿易とユダヤ人）17－8 世紀における環大
西洋地域最大の営利事業にユダヤ人はどうかかわっ

たのか。人口に膾炙した反ユダヤ的神話を論破する。

14．（南アフリカのユダヤ人）南阿最大のビジネス、
ダイアモンド採掘とユダヤ人との関係。アパルトヘ

イトをめぐり彼等の態度と白人多数派の対応の違い

を分析。

15．（在英黒人史その 1）
18～19 世紀を中心にアメリカの奴隷制との比較の視座
のもとに検討

16．（在英黒人史その 2）
20 世紀初めから今日まで、とりわけ黒人暴動とそれを
生み出した背景を探る。

17．（映画で学ぶ英国ユダヤ人問題）
「炎のランナー」を素材として 1920年代英国の大学を
舞台とするユダヤ人・非ユダヤ人の関係を探る。

科目名 地域研究特殊講義Ａ
（英国圏のエスニック・ヒストリー）

担当者 佐　藤　唯　行



18．（映画で学ぶ英国黒人問題）
「祖国と女王のために」を素材として 1980年代英国に
おける黒人問題を考える。

19．（映画で学ぶアイルランド問題）
「ナッシング・パーソナル」を素材として 1970年代北
アイルランドにおけるカトリック系住民とプロテス

タント系住民との対立を考える。

20．（在英アイルランド系移民問題その 1）
21．（在英アイルランド系移民問題その 2）
22．（在英アジア系移民問題その 1）
23．（在英アジア系移民問題その 2）
24．（在英アジア系移民問題その 3）



講義の目標

　本講座は「地中海世界の歴史」と銘打ち、新しい 21
世紀以降の人間の文明の歴史の行く方とその意味を

問うべく、これまで大きな役割を果たしてきた地中

海地域世界の歴史を総括することを目標とする。こ

れまで地中海地域は古代のエジプト文明やギリシ

ァ・ローマ文明の展開、またイスラム文明との出会

いの場、また、近代ヨーロッパ文明の一環を荷うも

のとして人間の歴史にとって大きな役割を果たして

きた。そのような歴史の舞台としての「地中海世界」

の意味を考えてみたい。

講義概要

　講義は概説的に進めていくが、関連するテーマの

ビデオや映画・ＬＤなどもできるだけ使って理解を

深めることに役立てたい。授業では、細かな年代や

事項を暗記してもらおうというのではなく、各テー

マごとに問題を提示し、それについて考えてもらう

ことを主眼においているので、積極的かつ活発な質

問・疑問・意見が出ることが期待されている。その

意味でも自由な発言が出るようなアト・ホームな雰

囲気で小じんまりとしながら進めていく。

テキスト

　特に、使用することはしない。

参考文献

　第一回目の授業の際、参考文献一覧表を配布する。

評価方法

　定期レポートと数回の小レポートで評価、テーマ、

〆切日、枚数等については授業中に提示。

受講者への要望

　歴史が不得意であったとか、これまで学んだこと

が多かったという人も関係なく、歴史に興味関心の

ある人で、その重要性を痛感している人ならだれで

も歓迎。

年間授業計画

1．はじめに：地中海世界への視点
2．～3．古代地中海の多様性と統一化

　　①ギリシア・ヘレニズム世界と東方世界

　　②ローマ支配の拡大と東方・北アフリカ世界

4.～5．古代帝国の解体と地中海世界の変容
　　①　属州ガリアと元首政

　　②ローマ帝国における異教とキリスト教

6．～7．キリスト教世界の巡礼

　　①中世のローマ巡礼

　　②中世のサンチャゴ巡礼と民衆信仰

8．～9．イスラム世界の巡礼
　　①メッカ巡礼とイスラム改革運動

　　②現代モロッコの廟参詣

10．～11．親族関係と移民
　　①古代ギリシア・ローマの家と親族関係

　　②オスマン朝へのユダヤ教徒移民

12．～13．人的結合と社会運動
　　①イスラムのスーフィー教団と「多神教」

　　②ギリシア独立戦争と義賊

14．～15．商業ネットワーク.
　　①ローマ時代の商業と商人のネットワーク

　　②レヴァントのフランス商人

16．～17．国歌と社会経済システム
　　①近代サラエボのムスリム名士と農民

　　②近代アレクサンドリアの憂愁

18．～20．都市における救貧と福祉
　　①12世紀コンスタンティノープルの帝国病院
　　②イスラム世界の宗教寄進制度

　　③地中海と疫病

21．おわりに：歴史の場として地中海世界の未来
（その他「映画」が２～３回分入る）

科目名 地域研究特殊講義Ａ
（地中海世界の歴史）

担当者 古　川　堅　治



講義の目標

　本講義では、アラブ文化、特にアラブの芸術を中

心に、その特性を考えることを目的とします。また

ある意味で両端にあるともいえる日本文化とアラブ

文化との対比を通して、21 世紀の国際化時代の中で
異文化間でどう共生していかなければならないかを

考えます。

講義概要

　講師の長年にわたるアラブとの関わり、特に講師

のアラビア書道家としての活動を通して得た体験を

中心にお話しします。授業には映像（ビデオ、スラ

イド等）を多用する予定。

テキスト

　特にありません。

評価方法

　初めに題を出し、簡単な作文を書いてもらいます。

（できましたら、それを受講生全員参加の作文集と

して一冊の本にまとめて印刷する予定です。有料）

受講者への要望

　本講座は人数的に多いことを望みません。具体的

にはオリエンテーションの最初の時間に教室（中教

室）の席に座れる人数（60 名くらい）だけを原則と
します。受講したい人はその時間に早めに来て座っ

て下さい。

年間授業計画

1．Introduction
2．アラブ全体について、「アラブとは何か」を考え
ます。

3．アラブの言語であり、イスラム教の言語でもある
アラビア語について考察します。

4．アラブの衣食住研究（１）
5．アラブの衣食住研究（２）
6．アラブの衣食住研究（３）
7．アラブ文化の源である砂漠的文化について、その
住民であるベトウィンの生活を紹介します。

8．講師のサウジアラビア砂漠での体験を話します。
9．アラブの芸術全体について、その特性を考えます。

10．アラブの宗教である「イスラム教」について、そ
の誕生の意味や教義について講師の実体験からお話

します。

11．映画「アラビアのロレンス」を観ながらアラブと
西欧の考え方の違いを探ります。

12．「アラビアのロレンス」の中でロレンスの実像と
虚像を探り、彼のアウトサイダー的側面を考えます。

13．アラブ芸術の中で最も中心的な位置を占めている
アラビア書道芸術の入門（１）

14．　　　　 〃　　　　　（２）
15．　　　　 〃　　　　　（３）
16．アラブの装飾美術（トルコやペルシャの細密画な
ど）を鑑賞し、それが持っている意味を探ります。

17．エジプト映画「バイナル・カスライン」（エジプ
トのノーベル賞受賞作家の小説）を観ながらアラブ

社会のあり方を考察します。（１）

18．　　　　 〃　　　　　　（２）
19．アラブの音楽について、その代表的な楽器ウード
の演奏を聴きながら考察します。

20．今世紀が生んだアラブ文学の異色作家、詩人であ
るハリール・ジブラーンについて、彼の代表作『プ

ロフェット』（預言者）を通して紹介します。（１）

21．　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　（２）
22．アラブと関わりの深かった『星の王子さま』の著
者、サン・テグジュペリについて、彼の代表作の一

つ『人間の大地』を通して考察します。

23．受講生の作文集作成の準備。
24．まとめ。講師自身のアラブとの書道芸術を通して
の将来的関わりをお話します。

科目名 地域研究特殊講義Ａ
（アラブ文化・芸術）

担当者 本　田　孝　一



講義の目標

　ヨーロッパなどの「西洋」とアジアとしてひとま

とまりに扱われる「東洋」との間には、「中洋」と呼

ばれるべき広大な地域があり、独自の文化を持って

いる。これらのインドおよびイスラム文化圏につい

ての知識を加えて、我々のヨーロッパやアジアにつ

いての理解は確実なものになるであろう。今回は、

中洋のうちからインドおよびネパールの両文化圏と、

仏教を介して密接な関連性を持つチベットを取り上

げる。

講義概要

　インド、ネパール、チベットの歴史の概要を述べ、

それぞれの文化の特徴のついて現地で記録したビデ

オによって解説する。次いで、各地域を結び付けて

いる宗教として仏教を取り上げ、その伝搬を通じて

の文化の交流過程について述べる。最後に、中洋の

文化の影響がどのような形で我々の日常生活に認め

られるかについて触れる。

テキスト

　なし。

参考文献

　辛島昇監修：『インド』（新潮社）

評価方法

　前期：リポート提出　後期：筆記試験

受講者への要望

　質問など積極性を求める。

年間授業計画

インドの歴史・社会構造・宗教・庶民の暮らし（衣

食住）

ネパール　　同上

チベット　　同上　　　　　　　　　　　　各６回

日本と各文化とのつながり　４回

科目名 地域研究特殊講義 A
（東西文化を結ぶもの）

担当者 三　本　　　茂



講義の目標

　今では有数のキリスト教国となっているラテンア

メリカ諸国においては、1950～60 年代のポピュリズ
ム（人民主義）政権が国民の大多数を犠牲にする従

属的資本主義の形で工業発展を推進したことが、社

会的・経済的構造の根本的変革を求める強力な大衆

運動を呼び起こすことになり、それが軍事的独裁を

招く結果になった。このような社会環境の激変の中

でラテンアメリカのキリスト教会内部に沸き起こっ

た刷新を目指す潮流から生まれてきた「解放の神学」

の概略を理解することを通じて、キリスト教の新し

い一面を知る。

講義概要

はじめに、数回の講義において、16 世紀以来のス
ペインおよびポルトガルによる植民地経済の一環と

して進められたラテンアメリカ諸国のキリスト教化

の過程とその後の推移を概観する。

次いで、下記のテクストを講読する。ただし、語

法的に細部にこだわることなく、日本訳を参考にし

ながら全体的に理解することを目指す。

質疑応答と議論を伴うゼミ形式になるようにと願

っている。

テキスト

　Leonardo ＆  Clodovis Boff: Introducing
Liberation Theology, translated from the
Portuguese by Paul Burns, Orbis Books.
参考文献

レオナルド・ボフ、クロドビス・ボフ著（大倉一

郎、高橋弘訳）『入門・解放の神学』（新教出版社、

新教ブックス）

★テクスト及び参考書は担当者が手配する。

評価方法

　未定（履修者の数によって、相談で決める）

学生への要望

　必ず準備の予習をして休まず出席し、積極的に参

加する人を望む。

年間授業計画

　（省略）

科目名 地域研究特殊講義 A
（ラテンアメリカのキリスト教）

担当者 中　島　文　夫



講義の目標

　現代人における英国人の生活文化あるいはライフ

スタイルと、日本人のそれらとを社会学的なアプロ

ーチによって比較研究する。

講義概要

　まず、階級構造に基礎を置く英国の多様な階級的

文化、ライフスタイルを明かにする一方、日本では、

階層構造の戦後における変化が日本人のライフスタ

イルを相対的に標準化してきたが、近年階層分化を

すすめる傾向があることを説明する。次に、両国に

おける教育制度がそれぞれの独特な学歴主義を発達

させる過程を問題にする。第 3 に、両社会における
家族生活の類似点と相違点を社会構造および文化構

造と関連させて考察する。加えて、二つの社会にお

ける性役割の問題に級する。

テキスト

　プリントを配布する。

参考文献

　適時紹介

評価方法

　前期および後期の終りに提出してもらうレポート

を評価する。

受講者への要望

　まず出席して説明をよく聞くこと

年間授業計画

1．講義の概要の説明
2．英国社会の近代化・産業化
3．同
4．日英の家族構造の比較
5．同
6．英国における家族の階級的性格
7．近年における家族の多様化
8．日本の近代化と教育構造
9．同

10．英国の教育構造
11．同
12．社会的・文化的再生産
13．日本社会の階層構造
14．同
15．英国の階級構造の概観
16．20世紀における英国の階級構造の変化
17．同

18．英国の労働階級のライフスタイルの変化
19．同
20．英国のミドルクラスの構造的多様性
21．英国のミドルクラスのライフスタイル
22．英国の上流階級の社会構造と文化
23．補足事項
24．まとめ

科目名 比較文化論特殊講義Ａ
（英国人と日本人の生き方の比較）

担当者 有　吉　広　介



講義の目標

　東西というが、今の日本の立場はそのどちらでも

ない奇妙な存在である。明治時代、彼等の生活を先

進と見做し、ひたすらこれに近付きあわよくば追越

そうとした結果が現日本である。他の未だ自国の伝

統ある文化を捨てかね、西欧様式の取り込みをため

らっているアジア諸国と比べ優越感にひたったりす

る事が文化論ではあるまい。現在われわれは大きな

ディレンマに立たされている。事実の分析により明

日の生活の資となるような材料を見つけようではな

いか。

講義概要

　対象が二つあれば比較できる。"何か"とそれを観察
している自分とで二つである。毎日の新聞の記事、

過剰なまでの TV情報に対し、自分が向かいあう。思
索により結論がでてくる。千年前の"何か"と現在の自
分、一万キロ彼方の"何か"と現在位置にいる自分、何
ごとも比較できないものはない。今の日本人は西洋

人でも東洋人でもない。乱れとぶ情報に流されず自

分の居場所を確保する方法を考えてみよう。

テキスト

　随時配布。

参考文献

　世に参考にならぬ文献など存在しない。しかし全

員がこれを読み、それに依って思索乃至行動するな

ら蟻の集団と変らない。質問に応じ、読みたい人、

調べたい人にはヒントを与えよう。

評価方法

　自分自身の思考能力を問うため、年二回のリポー

トを課します。又、随時何か書いてもらいます。

受講者への要望

　「これは語学習得などの段階的学習ではない。常

に諸君は私と向い合い毎時限私と対決する気持でい

て欲しい。

年間授業計画

1．毎日の情報や、書物の抜粋を材に色々と考えてみ
る。その内容については情勢の変化に応じ予測でき

ない。

2．同上
3．同上
4．同上
5．同上

6．同上
7．同上
8．同上
9．同上

10．同上
11．同上
12．同上
13．同上
14．同上
15．同上
16．同上
17．同上
18．同上
19．同上
20．同上
21．同上
22．同上
23．同上
24．同上

科目名 比較文化論特殊講義 A
（東西文化比較）

担当者 近　衛　秀　健



講義の目標

　アメリカ合衆国におけるラティーノ（ラテンアメ

リカ系住民）人口は、まもなく黒人人口を超え、最

大のマイノリティーになるといわれている。メキシ

コにおいても、1994 年「北米自由貿易協定」発効以
降、アメリカ合衆国との経済関係は一体化が急激に

進んでいる。同じ新世界に登場した二つの文化は、

全く質を異にするものと考えられているのが普通だ

が、その違いはどのように創られたのだろうか。ま

た、この二つの文化は、融合していくのだろうか。

米国とラテンアメリカの関係史を論じることで、上

記の問題を考えたい。

講義概要

前半では問題意識の共有をはかるため導入の授業を

おこなった上で、米国とラテンアメリカとの関係を

歴史的に概観していく。後半では、メキシコと米国

の国境地帯形成史を論じ、文化共存、文化融合につ

いて、受講者とともに考えたい。授業では、ビデオ

映像、音楽、新聞記事などを使って、受講者の知識

の補強をはかるほか、参加型の授業にしたいと思う。

前期地域文化論ｉでおこなうラテンアメリカ・ウォ

ッチをこの授業でも随時レポートしてもらう。また、

スペイン語文献、英語文献、邦語文献のリーディン

グレポートも随時課す。受講者数にもよるが、ゼミ

形式としたい。

テキスト

　プリントを用意する。

参考文献

　授業で文献目録を配布する。

評価方法

　授業中の発言、授業での発表およびレポート

年間授業計画

1．（導入１）シラバスの説明
2．（導入２）「ラテンアメリカ」と「アメリカ」
3．（導入３）米メキシコ国境地帯の現状／ビデオ「米
国の言語事情」スパングリッシュなど

4．（導入４）プエルトリコ＝米国の内なるラテンア
メリカ

5．文献購読（邦語、スペイン語）
6．文献購読（邦語、スペイン語）
7．米・ラテンアメリカ関係史１　米西キューバ戦争
／カリブ海での覇権

8．米・ラテンアメリカ関係史２　パナマ建国と運河
建設／キューバ革命と米国

9．米・ラテンアメリカ関係史３　チリ・ニカラグア
革命と米国

11．米・ラテンアメリカ関係史４　ラテンアメリカか
らの米国への移民

12．文献購読（スペイン語、英語）
13．米メキシコ国境地帯形成史１　「占領下のメキシ
コ」：テキサス独立

14．米メキシコ国境地帯形成史２　米メキシコ戦争 ／
カリフォルニア・アリゾナの形成過程

15．米メキシコ国境地帯形成史３　メキシコ北部への
米資本進出とアジア系移民

16．米メキシコ国境地帯形成史４　メキシコ革命と米
国：メキシコ性の追求

17．米メキシコ国境地帯形成史５　「北米自由貿易協
定」以後

18．米メキシコ国境地帯論１　創り出されるメキシコ
性：ティフアナとメヒカリ

19．米メキシコ国境地帯論２　先住民にとっての国境
線：アパッチとヤキ

20．米メキシコ国境地帯論３　アジア系住民にとって
の国境線

21．米メキシコ国境地帯論４　アストランとチカーノ
運動

22．米メキシコ国境地帯論５　ニューメキシコの混合
文化とメキシコ北部の米化

23．文献購読（邦語、スペイン語、英語）
24．予備

科目名 比較文化論特殊講義Ａ
（ラテンアメリカとアメリカ合衆国）

担当者 佐　藤　勘　治



講義の目標

１　２０世紀国際関係史全般に関する基本的知識を

提供し、国際関係の歴史的変遷の理解に役立てる。

２　履修者が国際関係史に関連する基本的語彙を習得

できるようにする。

３　いくつかの英文外交文書を読み、その意味を検討

する。

講義概要

　前期には１９世紀国際関係の概観から太平洋戦争

までの始まりまでを、後期にはそれ以降近年に到る

までを扱う。講義は主として英語で行い、日本語で

補足する。講義の英文概要は前もって配布する。年

間計画の中の諸項目の題には若干の変更があるかも

しれない。

テキスト

　授業の際に配布する英文講義概要をもってテキス

トに代える。

参考文献

　参考文献は最初の授業の際に紹介するが、ジョル

『第１次大戦の起源』（みすず書房）、カー『両大戦

間における国際関係史』（弘文堂）、入江明『太平洋

戦争の起源』（東京大学出版）、ハレ『歴史としての

冷戦』（サイマル出版）、細谷千博『日本外交の軌跡』

（ＮＨＫブックス）、W.R Keylor , The Twentieth-
Century World(Oxford university Press, 3rd edition)
など。

評価方法

　前期後期とも、期末に試験を行うほか、前期には

リポートを１回提出する。評価は二つの試験とリポ

ートを総合して行う。

受講者への要望

　今年度は２０世紀の国際関係を歴史的に概観しま

す。国際関係の理論的な考察に関心ある人には「国

際政治論」を履修することを薦めます。

年間授業計画

(前期)

1．Introduction
2．The Chracteristcs of 19 th-Century International

Relations
3．Politics of Imperialism around the Turn of the

Century
4．The Outbreak of the First World War

5．The Entry of the United States and the Bolshevik
Revolution

6．The Versailles Treaty and Postwar Confusion in
Europe and the Middle East

7．The Washington Conference and the Asia-Pacific
International Order

8．The Return of Relative stability in Europe
9． The Great Depression and the Collapse of
International Political Stability

10．The Berlin-Rome Axis and the Failure of the
Appeasement Policy

11．The Outbreaks of the Sino-Japanese War and the
Second World War

12．The Road to Pearl Harbor
（後期）

1．Wartime Diplomacy of the Three Major Allied
Powers

2．The End of the War and the Development of the
Cold War

3．Stabilized Europe and Turbulent East Asia
4．Post-WWⅡ South and Southeast Asia
5．The Foreign Policy of the Post-Stalin Soviet
Union

6．The Retreat of European Imperialism from the
Middle East and Africa

7．Progress in Economic Integration in Western
Europe

8．The Vietnam War and the Reorientation of US
Foreign Policy

9．The Fourth Middle Eastern War and After
10．The “New Cold War” and the Prosperity of the

Capitalist World
11．The Collapse of the Old Order in Eastern Europe

and the Soviet Union
12．International Relations in the post-Cold War Era

科目名 国際関係概論

担当者 有　賀　　　貞



講義の目標

　国際組織への法的アプローチ

講義概要

　おもな国際組織のみを重点的に説明する。可能な

限り"日本との関係"について述べる。講義ノートが大
体できているので、計画どおり進行する。

テキスト

　なし。

参考文献

　桜井雅夫『国際機構法』のほか、適宜指示する。

評価方法

　主として前期および後期試験（論述式）で評価を

下す。しかし、日常的に地道な努力を払う学生には、

なんらかの形で報いるであろう。

受講者への要望

　こつこつノートをとるのみ（人数次第では毎回レ

ジュメを配布する予定）。それに集中すれば、私語も

居眠りも不可能。

年間授業計画

1．序論
2．国際組織の歴史
3．国際連盟の成立と解散
4．国際連盟の構造と機能
5．委任統治
6．PCIJ
7．国連の成立
8．国連加盟国
9．国連の構造と機能（１）

10．国連の構造と機能（２）
11．国連の集団安保体制
12．PKO
13．信託統治と非自治地域
14．ICJ（１）
15．ICJ（２）
16．世界人権宣言の成立まで
17．国際人権規約の成立以後
18．冷戦期からポスト冷戦期にかけての国連
19．NATO
20．欧州統合への動き
21．欧州統合の始まり
22．ECから EUへ
23．EUの構造と機能（１）

24．EUの構造と機能（２）
科目名 国際機構論

担当者 松　田　幹　夫



講義の目標

　熱帯雨林の破壊は単に森林資源の消失問題として

ではなく、全地球的な環境、経済、文化の問題とし

てとらえなければならない。熱帯雨林の生態と開発

問題について広い視野から検討し、人間と風土との

かかわり方を考察する。

講義概要

　熱帯雨林とはなにかという問いを端緒に、熱帯雨

林がどこに存在し、どのような特徴をもった森林な

のかを明らかにし、地球上で最も重要な生態系と言

われている理由を考察していく。なぜ熱帯雨林が開

発されるようになったのか、その開発の形態と規模、

開発過程、開発の結果どのようなことが生起してい

るのか。なにが適切な解決策なのかなどについて考

えていく。テキストを用いながら、随時、VTR など
も援用しながら講義をすすめる。

テキスト

　・クリス．C．パーク著『熱帯雨林の社会経済学』
1994、農林統計協会
参考文献

　・ T．C．ホイットモア著『熱帯雨林総論』1993、
築地書舘

　・ジョン．C．クリッチャー著『熱帯雨林の生態学』
1992、どうぶつ社
　・四手井綱英・吉良竜夫監修『熱帯雨林を考える』

1992、NHKブックス
評価方法

　前期、後期各 1回ずつの定期試験による。
学生への要望

　特になし。

年間授業計画

1．本講義の 1 年間の受講の心構え、講義方法、講義
内容についてのオリエンテーションをおこなう。

2．1次生産者としての森林の重要性について。
3．世界の森林の分布と熱帯雨林地域の気候条件。
4．熱帯雨林成立の過程と特質。
5．熱帯雨林の森林としての構造。
6．熱帯雨林の動植物と食物連鎖。熱帯雨林の土壌の
特質。

7．熱帯雨林の生態学的多様性。
8．VTR『熱帯雨林の生態』視聴。
9．熱帯雨林の開発の過程と破壊の核心地域。

10．様々な開発形態と開発速度。
11．薪炭材の生産と焼畑農耕―伝統的焼畑農耕は破壊
か？

12．人口爆発と集落再編計画。
13．商業的木材生産による森林破壊。
14．プランテーション経営と牧畜業。
15．ダム・道路建設、鉱産資源開発などの大規模開発
による森林破壊。

16．VTR『緑を守る男たち』視聴。
17．熱帯雨林破壊による環境保全機能の低下。
18．熱帯雨林破壊の気候変化と地球の温暖化。
19．熱帯雨林破壊の経済と生態系の損失。
20．熱帯雨林で暮らす森林の民の苦境―アマゾンのヤ
ノマミ族とカヤポ族。

21．VTR『熱帯雨林とサラワク先住民族』視聴。
22．日本の熱帯材輸入と森林破壊。
23．熱帯雨林破壊をくい止める可能な解決策は？
24．まとめ―再考「人間と自然のかかわり」。

科目名 地球環境論（地理学）

担当者 犬　井　　　正



講義の目標

　近年、問題になっている様々な環境問題について

の原論文を輪読し、環境問題を理解すること。

講義概要

　身近な環境を理解するため、実際の観察調査も行

う。日本語や英語の新聞・雑誌等に目を通す。必要

に応じて一定のテーマについてのレポートを提出し

てもらう

テキスト

　使用しない。

参考文献

　講義中に必要に応じてコピー配布をする。

評価方法

　出席回数、通常のレポート、定期試験の結果を総

合して決定する。

受講者への要望

　生物学 A、B、自然科学特講の既習者のための科目
である。読書することが苦でない学生に限る。

年間授業計画

1．一年間の講義の進め方を説明。特に現在問題を授
業に取り入れるために、各自が意識的に新聞・雑誌

を読み、それについてのレポート提出が多いことを

理解してもらう。

2．Nature Watching 1　キャンパス内の岩石・樹木
の英名を覚える

3．世界の環境問題 1　The Crisis of the Earth ①（輪
読する）

4．世界の環境問題 2　The Crisis of the Earth ②（輪
読する）

5．Nature Watching 2　草加市内を歩く ①
6．Nature Watching 3　草加市内を歩く ②
7．日本の環境問題 1　Zero Population Growth（輪
読する）

8．トピックス①　新聞・雑誌記事を読み、レポート
を提出。

9．日本の環境問題 2　Minamata Disease ①（輪読
する）

10．日本の環境問題 3　Minamata Disease ②（輪読
する）

11．Nature Watching 4　草加市内を歩く ③
12．Nature Watching 5　草加市内を歩く ④
13．トピックス②　新聞・雑誌記事を読む

14．トピックス②の続き、レポート提出
15．世界の環境問題 3　Silent Spring ①（輪読する）
16．世界の環境問題 4　Silent Spring ②（輪読する）
17．世界の環境問題 5　Since Silent Spring ①（輪
読する）

18．世界の環境問題 6　Since Silent Spring ②（輪
読する）

19．Nature Watching 6　キャンパス内の岩石・樹木
の英名を覚える ②

20．Nature Watching 7　キャンパス内の岩石・樹木
の英名を覚える ③

21．CITES　英文・和文の条文を比較する ①
22．CITES　英文・和文の条文を比較する ②
23．Ramsar Convention　英文・和文の条文を比較す
る ①

24．Ramsar Convention　英文・和文の条文を比較す
る ②

科目名 地球環境論（植物学）

担当者 加　藤　僖　重



講義の目標

　我々は太陽系惑星の一つ地球に住んでいます。一

つの星雲から太陽系は誕生しました。諸環境のお蔭

で地球上では我々に至るまでの生物の進化が可能で

した。では何故可能だったのでしょうか？他の惑星

は何故第 2第 3の地球にならなかったのでしょうか？
太陽系の実状を知れば、少しはその訳が垣間見えて

くるかも知れません。

　地球上では、自然環境の変化に対応しながら生物

が進化し人間まで辿り着きました。人間が進化の目

的なのか結果なのか、意見が分かれるところですが、

人間が諸自然環境のお蔭で存在していることは確か

です。本講義の目標は、このお蔭の内容を知り、先

を考えるきっかけを得ることにあります。

講義概要

　太陽系の定義

　　      仲間達
　　      起源
　天体としての地球

テキスト

　プリント、視聴覚教材

評価方法

　授業の際に配布する用紙に、授業内容に関する課

題・宿題をその都度解答・提出してもらい、書かれ

てある内容を評価します。

受講者への要望

　『大学は学問を通じての人間形成の場である』を

肝に命じ、十分に予習・復習をしながら真面目に主

体的に授業に取り組んで下さい。

科目名 地球環境論（太陽系）

担当者 福　井　尚　生



講義の目標

　人間の生活の場である都市および地域の現象なら

びに計画もしくは政策に関する一般的な理論や方法

について学び、さらに、比較論的な視点も踏まえて

ヨーロッパにおける都市および地域の状況と政策に

ついて知る。それらを通して、都市や地域に対する

意識を高め、かつ、ヨーロッパの社会や文化につい

ての理解を深める。

講義概要

　全体の講義は大きく前半と後半に分かれる。前半

においては、都市および地域の現象に関する異なる

視点からの研究を紹介しながら、問題や研究方法に

ついて学ぶ。後半においては、ヨーロッパにおける

都市と地域、およびそれをめぐる政策について学ぶ。

テキスト

　なし

参考文献

　講義中に適宜、紹介する。

評価方法

　試験またはレポートを主たる判断材料とし、出席

も考慮する。

受講者への要望

　日本と外国の両方における都市や地域の問題に興

味をもって臨んで欲しい。

年間授業計画

1．都市とは何か。
2．～4．都市・地域と人口。
5．地域の構造。
6．都市の構造。
7．～8．土地の価値。
9．～10．景観とイメージ。

11．～12．都市と商業。
13．～18．ヨーロッパの都市と地域。
19．～24．ヨーロッパの都市計画・地域政策。
なお、以上の年間計画には多少の変更がありうる。

科目名 都市・地域計画論

担当者 鈴　木　　　隆



講義の目標

　経済開発の歴史、理論、戦略などを分析し、それ

らを発展途上国の経済開発の現状にどのように適合

させれば、健全で持続可能な発展ができるかを探る。

また、その目的のために先進国はどのような協力が

できるかを考える。

講義概要

　前期は、経済開発論の学問的位置づけ、発展途上

国の現状と経済開発に関連する基礎知識の充実を図

る。後期には、経済発展の理論的解明、国際経済関

係における発展途上国問題の位置づけなどを中心に

講義する。

テキスト

　特に指定しない。

参考文献

　総務庁統計局編『2001世界の統計』（大蔵省印刷局、
2000）
　西垣　昭、下村恭民『開発援助の経済学（新版）』

（有斐閣、1997）
　E．F．シューマッハー『スモールイズビューティ
フル』（講談社、1986）
　C．キンドゥルバーガー、B．ヘリック『改訂　経
済発展論』（好学社、1981）
　M．トダロ『M．トダロの開発経済学』（国際協力
出版会、1997）
　TODARO,Michael P.,”Economic Development; 7th

edition”, Addison Wesley Longman, Inc. 2000.
評価方法

　前期、後期の定期試験によって評価する。随時に

出欠をとり成績評価の参考資料とする。

受講者への要望

　新聞の政治・経済記事を読む習慣をつけること。

年間授業計画

1．経済開発論の基礎的概念（経済発展の意味、経済
開発論の学問的位置づけ、経済発展は望ましいか、

絶対的貧困と相対的貧困、経済発展の尺度）

2．発展途上国の基本問題（発展途上国の分類、経済
発展の自然条件、歴史的背景、貧困と所得分配、人

口問題と扶養負担、失業と低雇用、産業構造、貿易

構造と対外依存）

3．発展の非経済的側面Ⅰ（経済発展の政治的側面、
経済発展の社会的・文化的要因、発展の社会学的把

握）

4．発展の非経済的側面Ⅱ（家族単位と経済発展、階
級構造、民族・人種と経済発展、宗教と経済発展）

5．発展の非経済的側面Ⅲ（開発と女性の役割、発展
途上国の環境問題）

6．先進工業国経済発展の教訓Ⅰ（先進工業国の工業
化とその波及、イギリスの工業化、フランスの工業

化）

7．先進工業国経済発展の教訓Ⅱ（ドイツの工業化、
アメリカの工業化、ロシアの工業化、日本の工業化）

8．人口と経済開発（人口問題への接近、人口増加と
経済発展、人口問題論争、人口政策）

9．雇用と失業（発展途上国の雇用問題、失業と低雇
用、失業とインフォーマル部門、雇用と生産性、ル

イス・モデルと雇用）

10．教育と発展Ⅰ（教育と人的資源、発展途上国の教
育水準、教育と経済発展、教育機会と貧困）

11．教育と発展Ⅱ（教育と国内移住・出生率、教育と
頭脳流出・知的従属、教育と農村開発）

12．都市と農村（発展途上国の都市と農村、農村―都
市間移住問題、人口都市化に起因する問題、都市の

インフォーマル部門）

13．経済発展のモデルⅠ（古典派の成長モデル、マル
クスの発展段階モデル、ハロッド＝ドマーの成長モ

デルとロストウの発展段階説）

14．経済発展のモデルⅡ（新古典派の成長モデル、チ
ェネリーの経験的発展モデル、プレビッシュ＝シン

ガー・テーゼと従属理論、経済開発と構造調整）

15．農業と開発（農業と経済発展、先進工業国の工業
化と農業、発展途上国農業の停滞、農地改革と農業

の発展、農業の規模と生産性、農業発展と農村開発）

16．工業化と開発戦略（均整成長論とビッグプッシュ、
不均整成長論と連関効果）

17．貿易と発展Ⅰ絶対生産費の理論と比較生産費の理
論、輸入代替工業化と輸出促進工業化）

18．貿易と発展Ⅱ（南北問題とプレビッシュ＝シンガ
ー・テーゼ、従属理論と新国際経済秩序）

19．貿易と発展Ⅲ（自由貿易と NIES の発展、南々貿
易と地域経済統合、関税効果と実効保護、為替レー

トと経済発展）

20．多国籍企業と発展途上国（直接投資の利益、多国
籍企業についての利害損失、新国際経済秩序と多国

籍企業）

21．国際収支と債務問題（国際収支構造と経済発展、
累積債務問題の原因と実態）

22．発展途上国債務問題への国際的対応（世銀・ IMF

科目名 国際経済論

担当者 千代浦　昌　道



の融資、債務＝環境スワップ）

23．国際援助と経済開発Ⅰ（途上国援助の歴史と現状、
プロジェクト援助から基本的ニーズの充足へ、参加

型援助と民主化の波、構造調整融資と持続可能な発

展）

24．国際援助と経済開発Ⅱ（草の根援助と NGO の役
割、援助の功罪、これからの国際援助）



講義の目標

本講義では、「冷戦後」の新しい国際関係に注目し、

現代の国際関係を分析する道具として、理論・モデ

ル・基本用語の解説が行われます。国際問題を料理

にたとえれば、材料（国際問題）をどうやって料理

（分析）するかを学ぶことになります。本講義にお

ける第 1 の目標は、国際関係を具体的に見る眼を養
うことです。第 2 の目標は、現実主義、多元主義、
グローバリズムと呼ばれる国際政治学の代表的な理

論・モデル・アプローチを理解することで、これが

料理の方法（分析枠組み）に相当します。

講義概要

本講義では指定資料集、参考文献、ビデオなどを

適宜使用しながら、現代国際関係の特色を国際政治

学の分野から理解していきます。「国際関係」の「変

化」に着目し、歴史を現代に引き寄せて国際関係を

分析することになります。「情報」のフローよりスト

ックを重視し、単に表面的な現象に目をとらわれて

いるのではなく、その下に潜む「構造的要因」に関

心を払うことになります。その際、とりわけ重要と

される視点は政治的発想や政治的利害調整で、政治

の役割が強調されます。近代ヨーロッパ社会に原点

をもつ国際関係の基本的性格や原則を理解すること

によって、現代の国際関係を分析する道具を身につ

けることになります。メディアで取り上げられる国

際問題を適宜取り上げ、短い解説を行うこともあり

ます。そのため、講義の順番は部分的に変更するこ

とがあります。

テキスト

　講義用資料集

参考文献

有賀貞他編著『講座国際政治』全 5 巻（東京大学
出版会、1989）
ヘドリー・ブル『国際社会論：アナーキカル・ソ

サイエティ』（岩波書店、2000）
高坂正堯『国際政治：恐怖と希望』（中央公論社、

1966）
Josephy Nye, Jr., Understanding International

Conflict, Second Edition (New York : Longman,
1997)
田中明彦『新しい「中世」：21世紀の世界システム』

（日本経済新聞社、1996）

評価方法

　評価は定期試験の成績を基本としますが、レポー

トもしくは中間試験を実施して、最終的な評価をし

ます。

受講者への要望

私語などで警告を受けるとイエロー・カードが１

枚。３枚集めると退場となり、翌年に再挑戦となり

ます。

年間授業計画

第１週

    ①冷戦後の世界（資料集：１、４頁）／国際関係
を見る眼：木・林・森

　　②国際関係の世界：戦争と平和（伝統的問題）／

繁栄と貧困（南北問題）／世界経済ネットワーク、

開発・環境・生存

第２週

    ①国際関係の理論・モデルとは何か：物理学・経
済学・政治学・文学（ハレー彗星・ケインズ・キ

ッシンジャー）

    ②国際関係論：世界大戦の落とし子
    （資料集：７頁）
第 3週

    ①利害の調整：有限の世界、無限の欲望
     （資料集：21-27頁）
    ②政治過程：権力＋正統性＝権威
     （資料集：47-48頁）
第 4週

    ①人間・政治・権力：ホッブス、グロティウス、
カント（資料集：52-54頁）

第 5週
    国際関係：3 つのイメージ：現実主義・多元主義・
グローバリズム

    意味・単位・構造・過程（資料集：59頁）
第 6週

    ①リアリズム（現実主義）：トゥキュディデス～E.H.
カー（資料集：67-71頁）

    ②E.H.カー：ユートピアニズム vsリアリズム
     （資料集：7-11頁）
    ③勢力均衡論（資料集：91-94頁）
第 7週

    ①リアリズム（現実主義論）：ヨーロッパ古典外交
の特色

    ウィーン会議：「会議は踊る」、「会議はなぜ踊った
のか」メッテルニヒ、タレーラン、カースルリー

第 8週
    ①リアリズム（現実主義）：ビデオ教材「会議は踊

科目名 国際政治論

担当者 竹　田　いさみ



る」

第 9週
    ①多元主義・相互依存論
     （資料集：58、118-142頁）
    ②トランスナショナリズム：EU の出現・パワー論

の補完

第 10週
    ①グローバリズム・従属論
    （資料集：59、143-171頁）
    ②反欧米思想・南の主張・世界システム
第 11週

    国際政治と利害調整メカニズム
第 12週

    まとめ



講義の目標

　国際政治（世界政治）の現在は著しく日常化し、

我々の生存･生活は国際政治の在り方に大きく依存し

ている。人類が直面しているさまざまな具体的問題、

すなわち、核拡散問題はじめ、軍拡競争、民族・宗

教紛争の激化、南北問題の深化、環境破壊の増大、

人口・食糧問題、資源・エネルギー問題、人権抑圧、

貧困、餓死、社会的不正義などの地球的規模の問題

群を検討する。この巨大で、複雑で、流動的で、不

確実な国際政治の危機構造の本質、その特徴、その

変容、その打破などを解明する。その上で、国際政

治の見方・在り方・考え方を提示し、国際政治にお

ける我々の存在意義を明らかにする。

講義概要

　今日の国際政治が一体どのような段階にあり、ど

のような問題を抱えているのか、国際政治が我々の

日常生活とどのような関連性をもっているのかを説

明しながら、国際政治学の課題を提示する。国際政

治の構造的変動としての冷戦崩壊過程とその意義を

問いながら、国際政治の新しい枠組みの構造を具体

的に見ていく必要がある。そうした問題意識に立っ

て、一方の国際政治（世界政治）を構成する主体（主

権国家、国民社会、脱国家主体など）と、他方のそ

れら主体間で構成される国家間関係システム（国際

システム）と脱国家間システムからなるグローバル・

システム、という二つの視点から国際政治の本質に

迫っていく。

テキスト

　・星野昭吉『世界政治における行動主体と構造』

アジア書房、2001年。（予定）
参考文献

　・衞藤瀋吉他『国際関係論』（第２版）東京大学出

版会、1989年。
　・初瀬龍平『国際政治学－理論の射程－』同文舘、

1993年。
　・星野・臼井編『世界政治学』三嶺書房、1999年
評価方法

　前期のレポート（書評）、後期のテスト、出欠状況

を総合して評価する。

受講者への要望

　すべてをテキスト通りにやるのでないので、必ず

ノートをとってほしい。

年間授業計画

1．グローバル政治の構造と特徴
2．国際政治学の基本的課題
3．国際政治の構造的変動－冷戦構造の崩壊過程とそ
の意義－

4．国際政治の新しい枠組み－湾岸危機・戦争と世界
秩序－（１）

5．国際政治の新しい枠組み－湾岸危機・戦争と世界
秩序－（２）

6．国際政治の新しい枠組み－ソ連邦の解体とペレス
トロイカ－（１）

7．国際政治の新しい枠組み－ソ連邦の解体とペレス
トロイカ－（２）

8．国際政治学の発展過程（１）
9．国際政治学の発展過程（２）

10．国際政治の「主体と構造」の枠組み
11．国際政治の主体としての主権国家（１）
12．国際政治の主体としての主権国家（２）
13．国家と民族・文化（１）
14．国家と民族・文化（２）
15．国家と経済社会（１）
16．国家と経済社会（２）
17．国家と市民[国民]（１）
18．国家と市民[国民]（２）
19．国際政治における脱国家主体（１）
20．国際政治における脱国家主体（２）
21．国家間関係（国際システム）の構造（１）
22．国家間関係（国際システム）の構造（２）
23．脱国家間関係システム
24．主体と構造のリンケージ－構造化理論－

科目名 国際政治論

担当者 星　野　昭　吉



講義の目標

　日本のキリスト教の教派数は、世界のどの国にも

類例を見ないほどではないか。しかし、キリスト教

信徒の総数は全人口の僅か 1.6％弱で、決して多いと
は言えない。それにもかかわらず、日本文化の中に

定着したキリスト教的要素は案外に多い。そこで、

日本がキリスト教とどのように関わったかを歴史的

に跡づけることによって、キリスト教が日本文化に

どのような影響を及ぼしたかを見ようとする。

講義概要

　テーマ：「キリスト教と日本文化」

　切支丹時代から現代に至るまで、キリスト教諸教

派が日本への宣教活動をどのように展開し、日本が

それをどのように受容して来たかを、日本文化に及

ぼした具体的影響に留意しつつ歴史的に考察する。

　前期のみ、週 2回の授業となる。
テキスト

　使用しない。ただし、講義の概要をプリントにし

て配布する。

参考文献

　講義中に、必要に応じて提示する。

評価方法

　期末に、筆記試験またはレポートを課する予定で

あるが、履修者数にもよるので、具体的には未定。

毎回出欠を点検し、評価の一要素とする。甚だしく

欠席の多い者には単位を与えない。

受講者への要望

　特に予備知識を要求しないが、旺盛な知的好奇心

を期待する。また、講義者及び同僚履修者に対して、

節度あるマナーを心がけてもらいたい。

年間授業計画

1．序説 1　日本におけるキリスト教諸教派及びキリ
スト教徒数

序説 2　日本文化の中に定着したキリスト教的要
素

2．第 1 章　切支丹の宣教と隆盛（室町時代～織田信
長）

§1　フランシスコ・デ・シャビエルの渡来
3．§2　相次ぐ宣教師の渡来・宣教
§3　九州における有力大名の庇護と教勢の伸長

4．§4  織田信長の優遇政策と畿内における教勢の
伸長

§5　伊達政宗の優遇政策と東北地方への浸透
5．§6  切支丹文化の発達
§7　切支丹と茶道

6．第 2章　禁教と弾圧の時代（豊臣秀吉～徳川時代）
　　 §1　豊臣秀吉の政策－寛容から禁圧へ
　　 §2　徳川家康・秀忠の政策－旧勢力との結合に

対する警戒

7．§3　徳川家光の政策－禁教・弾圧・鎖国
8．§4　迫害と殉教
§5　隠れ切支丹

9．第 3 章　再生と新たな宣教・展開の時代（明治時
代）

　　 §1　開国とカトリック宣教師の再渡来及び切支
丹の復活

10．§2　ロシア正教及びプロテスタント諸教派の渡
来

11．§3　禁教令の廃止
12．§4　文明開化の波と教勢の伸長
13．§5　ミッションスクールの果たした役割
14．§6　社会福祉事業の推進
15．§7　有力なキリスト者群像（1）
16．　 　有力なキリスト者群像（2）
17．§8　無教会主義の系譜（1）
18．　　 無教会主義の系譜（2）
19．第 4章　苦難の時代（大正～昭和前期）
　　 §1　国砕主義と「外来宗教」に対する反目
　　 §2　統制－「国策」への協力の要求
20．§3　「日本基督教団」の形成
21．§4　抵抗諸教派に対する弾圧
22．第 5章　復活と再発展の時代（昭和後期～）
　　 §1　外来宣教師による活発な宣教の再開
23．§2　各界におけるキリスト者の活躍
24．§3　第二ヴァティカン公会議とエキュニズム

科目名 国際交流研究特殊講義 A
（キリスト教と日本文化）

担当者 中　島　文　夫


